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こ
れ
に
つ
い
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は
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拙
稿
T
1
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三
ニ
年
の
選
挙
法
改
正
め
歴
史
的
意
：
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史
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八

四
八
.年
の
チ
：ャ
丨
チ
ス
ト
国
民
請
願
か
ら1

八

八
0
年
代
の 

新
組
合
運
動
の
勃
奥
ま
-で
の

诗
斯
に
お
け
る
穷
働
組
合
運
動
と
政
治
邀
動
と
の 

関
係
は
、
:非
常
に
複
雑
で
、
：解
明
；し
が
た

.い
点
が
少
：な
：く
な
い
。
一
筆
者
は
こ
の 

詠
論
に
お
い
て
、

労
働
組
合
が
選
：挙
法
改
.正
に
お
い
て
ど
.

の
ょ
ぅ
な
役
割
を
果 

し
た

か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
究
明
し
ょ
ぅ
：と
し
た
が
、
そ
の
目
的
の
半
分

も
逮 

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

0
書

分

.な
点
に
つ
い
て
は
後
の
機
会

に
辅
芷
し 

た
い
，と
：考
え
て
、い
る
。

(
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岩
波
講
座「

現
代
思
想」

「

反
動
の
：思
想
1-
-
所
瑕
。

マ

：
ス

.
•ホ

ジ

ス

キ

：ン

の

「

勞

働

擁

護

論

J
:

ぺ

——

そ

の

自

然

法

思

想

と

経

済

学

に

つlr
て

^_

野白

地井

洋

行厚

一、
は
し
が
き

.

I

.

一
一
、

自

#

法

思

想

の

復

琦

三
、

ロ
ッ
ク
と
ス
ミ
ス(

所
有
権
と
自
然
秩
_序)

.
四
、
ゴ
.ド
ゥ
ィ
ン
、
.リ

ヵ

ー

ド

ゥ

そ

の

他.

五
、
：資
本
の
物
神
性
と
歴
史
性
.

六
、
労
働
蓮
動
に
お
げ
る
ホ
ジ
ス
キ
ジ
'

:

..■.
 

. 

.■-
- 

•

I

、
は
し
が
き

：

い
わ
ゆ
る
リ
力
I

ド
ウ
派
社
会'；王
義
者
達
の
中
で
、
：
大

西

洋

の

両

岸

に

わ

た

：
 

つ
て
、
ホ
ジ
ス
'キ
ン
ほ
ど
そ
办
著
作
が
広
ふ
1
ま

れ

た

人

は

な

い

。

そ
の
、王
著 
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o
n
d
.
r

ト
マ
ス
•
ホ
*シ
ス
キ
ソ
め「

労
働
擁
護
論」

'

100
2
5
,は
直
ち
に
、

W 

.
ト
ム
ス
ン
、
0 

•
'
リ
I
ド
、
' 

T 

.

ク
ー
パ
I
、
0

.
 

.ナ
イ
ト
、
H
.
.
P
•

ブ
ル
I
ム
、

J 
ミ
ル
等
の
論
擊
を
呼
び
起
し
、
..マ
ル
ク

ス
は
、

「

剰

余

価

擊

餐」

に
お
い
て「

経
擊
者
に
対
す
る
リ
カ
丨
ド
ゥ
説
を 

基
礎
と
せ
る
反
対」

の
一
つ
と
し
て
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
、

「

労
働
擁
護
論」

は 

「

少
な
か
ら
ぬ
注
目
を
集
め
、
今
日
も
な
おe
, 

L
a
l
o
r
; M
o
n
e
y
'
a
n
d

 M
or* 

als, Lond,, 

10 0
5
2
.参
照)

イ
ギ
リ
ス
経
_

の
文
献
中
重
要
な
も
の
と
し 

て
教
克
ち
れ
て
：い
る

」

と
述
べ
て
い
る
。

.:
-
.

そ
れ
で
.：は
、
何
故
に
こ
の.書
'か
当
睁
に
お
い
て
大
き
な
反
響
を
招
き、

P 

•

 

レ
イ
ヴ
シ
ス
ト
ー
ン.そ
の
他
の
類
書
が
：

「

あ
と
形
も
な
く
、消
え.去
っ
た」

の
に
、
'
 

今
日
.に
.
'至
る
ま
で
も
興
味
を
持
た
れ
る
の
か
？.先
ず
第一

に
、
：
一
八
ニ
〇
年 

代
の
イ
ギ
y,
:
‘ス
の
興
味
あ
る
事
情
と
、
浴

の

書

の

篇

に

戦

闘

的

な

篇

が

考 

え
ら
れ
ょ
ぅ
。
.'
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八U

四
年
に
団
結
禁
止
法
が
廃
止
さ
れ
る
や
、
^

^

合
は 

公
然
と
活
動
を
始
め
、.そ
れ
に
恐
怖
し
た
資
本
家
達；̂
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ゆ
る
手
段
を
も
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:.ゥ
て
こ
机
に
激
拂
し
よ
；々4
し
：
_
—1
-労
_
顧
識
論」

の
«
輯

よ
う
に
、
：
1 3

羅

会

開

会

中

.に
逋
過
し
た
労
働
者
団
結
の
法
律
捽
つ
い
て
が
議

-

.
-
' 

.C4> 
.

論
は
、
:ど
：れ
ネ
と
机
も
資
本
擁_
€
;
.
緊
要
な
こ
之
含
大
い
に
沩
説
し
て
い
る1— 

の
で
あ
る
。
彼
等
の
論
管
は
、：—I
.

株
保
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ'0
:そ
の
運
用 

が
拘
束
：さ
れ
、
労
働
者
め
団
侔
に
よ
っ
て
走
右
さ
れ
る
な
ら
ば

、
*
本

は

'こ

の.
 

国
を
去
づ
て
よ
り^
利
な
国
へ
行
く
だ
ろ
う

」
(

ラ
ン
ズ
ダ
ゥ
ツ
侯
の
言
葉
丨 

「

労
働
擁
談
論
_
1よ
り)

と
'い
う
%,
.の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
対
立
に
お
い
て
、 

資
本
家
達
に
最
も
有
力
な
理
論
の
武
器
を
与.え
.た
の
が
'
J
.ミ
ル
.や
マ
ヵ
ロ
ッ 

ク
等
リ
ヵ
I
ド
ゥ
学
派
の
籁
攀
で
あ
る
。.そ
れ
は
、
.
マ
ルサ
ス

の
人
口
論
に
.
 

よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
賃
金
基
金
説^;
象
じ
、
資
本
の
恩
恵
と
そ
の
生
産
性
を
主 

張
し
た
。
ホ
ジ
ス
キ
ン
は
こ
れ
に
反
対
し
て
、
資
_
の
木
生
産
化
を
証
明
し
、 

労
働
者
貧
固
の
原®'
を
資
本
家
のIf

当
な
分
前
に
求
め
、
労
働
者
の
蓮
動
に
理 

論
的
^*
基
礎
を
与
え
よ
’う
と
し
た
の
で
あ
る
。
元
来
彼
は
労
働
者
で
は
な
か

っ
 

た
が
、

一
八
二
三
年
に
 

s
g
e
c
h
a
n
i
c
^
I
M
t
a
g
a
z
i
n

cl)-

ご
を
創
刊
し
、g
e
-
 

chanics
、Institute

を
設
立
し
て
後
の
チ
ャI
チ
ス
ト
蓮
動
の
指
導
者 

L
o
v
e
t
t

や

H
.

 H
e

c+h
e
r
i
n
g
t
o
n

に
影
響
を
与
え
る
な
ど
、
労
働
運
動
に 

対
し
て
多
く
の
貢
献
を
し
、
明
ら
か
に
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
急
進
主
義
か
ら
一
歩
を
出 

る
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
べ
ア
の
言
う
ご
と
く
、
こ
れ
は

「

ィ
ギ
リ
ス
労 

働
階
級
の
、
組
織
的
な
統
制
あ
る
闘
争
が
始
め
て
行
わ
れ
た
最
も
記
憶
す
べ
き

一
八
ニ
五
年
に
お
け
る
、
ィ
ギ
リ
ス
労
働
運
跡
の
宣
言
書
で
あ
っ
た
。

」

と
言
え 

C6>

よ
う
。

.第
二
に
は
、
勿
論
第
一
の
点
と
関
連
す
る
が
、

こ
の
書
が
社
会
思
想
史
、
経

:

;
丨

済
学
史
に
お
い
て
占
め
石
麗
な
她
位
？

つ
ま
り
：、
：彼
が
ロ

 
：ッ
ク
U
ス
ミ
ス
の 

自
然
法
思
想
：を
リ
ヵ
丨
ド
々
経
擊
解
体
の
時
期
に
復
活
丄
、
そ
れ
を
も
っ
て 

資
本
を
攻
奪
し
、
当

時-©
労
働
階
級
.の
立
場
か
ら
、：
資
本
のi

性
に
対
抗
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
で
^
み
0

(

1〕
Introduction 

b
y

a
* S. 

iPoxwell, 

i
p Th

e
w
i
g
h
t

 

终0 

t：he W
h
o
l
e

 P
r
o
d
u
c
e

 
0

H>Labour, 

tran. b
y

 

M
'
H
. 

Tarmer,

ioo
9
9
, 

p. 

I
v
i
.
.

.

(cso 

A. w
a
in; J

a
m
e
s

 Mill.a biography, 

10 0
8
2
,

 pp. 363-7.

,3

:
w
. 

M
a
r
x
; 

Theorieniiber 

d
e
n

 

M
e
h
r
w
e
r
t
,

Ix
l
d
. 

j|, 

T
O
.

-
3
1
3
.改
造
社
版
斑
.
L
全
集
十 
ー
«
ーーー/セ
頁
。
た
だ
.し
訳
文
：は
か
な
ら
ず 

し
も
邦
訳
に
よ
ら
な
い
。
k
卞
全
て
め
引
I

お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

(
4
〕
.
T
.
K
0dgskiIl; 

L
a
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o
u
r

 D
e
f
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d
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d

 a
g
a
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n
s
t

 

t
h
e

 

C
l
a
i
m
s

 

o
f

 

Capital, 

O
r

 t
h
e

 U
n
p
r
o
d
u
c
t
i

くen
e
s
s

 o
f

 Capital p
r
o
v
e
d

 

witiii R
e
f
e
r
e
n
c
e

 to t
h
e

 

P
r
e
s
e
n
t

 

c
o
r
n

:ff.ILations 

a
m
o
n
g
s
t

 

J
o
c
s
e
y
m
e
n
,

 

(Is-b ed., 

1825), 

1922, 

ed, b
y

 G
.

 D
;

 H
.
o
o
l
e
,

.p
*
1
9
.

鈴
木
訳一

五
.頁
。
以

下.
L
a
b
o
m
r
.
p
e
f
e
n
d
e
d

と
略
記
す
る
。
.

(

5) 
M
.

 
B
e
e
r
;

 

A

 H
i
s
t
o
r
y

 

OHJwritish socialism, 

1923, 

vol.

L

 p. 2
6
6
.

加
田
訳
三
.一
一
頁
。

(

6)

だ
が
そ
の
.同
じ
理
由
に
よ
.っ
て
、
彼
は
そ
の
後
の
歴
史
に
お
い
て
不
当 

::
に
無
視
さ
れ
て
き
た
。
大
塚
金
之
'助

「

解
放
思
想
史
：の
人
.々」

昭
和
ニ
四
年
、

一
六
。〜

三
頁
を
見
よ
。

ニ
、
自

然

法

思

想

の

復

活
•

「

商
然
法
は
帮
学
と
共
に
古
い」

と
い
わ
れ
、
ま
た
幾
度
も
批
判
さ
れ
な
が
ら 

も
、
現
在
わ
れ
わ
れ
：に
も
大
き
な
影
響
を
持

'っ
て
い
る
。
.い
わ
ば

<
類
は
、
自

：
 

然
法
思
想
と
共
に
そ
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
と
も
言
え
よ
う
。
そ
れ
で
は
自
然 

法
思
想
と
は
何
か
？

そ
れ
は
、
永
久
普
適
に
妥
当
す
る
法
規
範
を

"自
然

" 

と
し
て
経
験
を
超
え
た
と
こ
ろ

.に
想
定
し
、
社
会
の
制
度
や
実
定
法
は
そ
れ
に 

準
扼
せ
ね
ば

.な
ら
ぬ
上
者
え
る
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
.
一
 
般
に
社
会
に
お
け 

る
諸
勢
力
が
、
分
裂
、
敵
対
し
、
一
理
想
と
現
実
が

'か
け
離
れ
、
故
会
体
制
が
危 

機
の
段
階
に
あ
る
時
に
強
く
意
識
さ
れ
、
：要
請
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
自
然
法
思 

想
の
歴
史
を
願
み
る
場
合
、
何
よ
り
も
必
要
な

.こ
と
は
、
そ
れ
が
、
.'歴
史
の
そ 

れ
ぞ
れ
の
段
階
で
重
要
な
役
割
を
担
う
人
々
が

"自
然

"
と
考
え
，た
事
柄
の
内 

容
の
産
史

.だ

.と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
：.従

つ
て
、
そ
の
担
い
宇
の
階
級
が
異
な 

れ
ば
、
勿
論
伝
統
的
な
用
語
の
権
威
に
頼
る

.こ

.と
は
あ
っ
て
も
、
自
然
に
ク
C
の： 

，思
想
内
容
は
異
な
る
。
ダ
ン

'
K
.レ：丨
ブ

.に
よ
れ
ば
、：「

名
称
を
除
い
て

.は
：、中

世

. 

の
：

法
概
念
と
近
代
の
そ
れ
と
の
間
に
共
通
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど

^
い
。」

ほ

. 

.ど

で

あ

マ
て
.、
ホ
ジ
ス
キ
シ
の
場
合
に
も

、
"

ド

ッ

ク
と
ろ
ミ

ス

め自
然
法
を
.祖 

，述
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
ま
さ
に
リ
カ
：

—

ド
ゥ
以
後
の
段
階
を
特
色
づ
け
る
よ

う
な
方
法
で
資
本
攻
擊.の
武
器
に
两
い
ズ
い
る
点
：を>

#

:

£
要
視
す
べ
.き
で.

あ
る
.0
-
.
.
. 

,
.
.
.
. 

-
 
.

,

'

:
:■■
ィ
ギ
リ
：：ろ
に
、お
け
る
七
九
世
紀
の
前
半
：は
.、：

社

会

的

、
へ

政

治

的

に

，は

産

業

ブ

.

「

ル
.ジ

a
ア
ジ
：丨
の
勃
興
：.の
'時
期

：で

：
あ

思

想

的

に

梂

^
べ

夕

サ
A
の

功

利

生

■ 

. 

'.V 

- 

_

.
ト
マ
ス
.
ホ
ジ
メ
：キ
ン
の「

労
働
擁
謙
論」

義
が
支
配
し
た
時
代
で
あ
ゥた。

十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
.の
特
性 

が
、
近
代
自
然
法
を
武
器
と
し
た
人
類

一

般
の
解
放
で
あ
り
、
封
建
的
束
縛
か 

ら
'の
理
性
、
正
義
、-'
自
然
的
権
利
の
1般
的
解
放
で
あ
っ
た
と
す
九
ば
、
ベ
ン 

サ
ム
.

)

王
義
哲
学
.
.の.本
質
牯
、
か
か
る
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
か
ら
革
命
性
を
抜
き 

去
る
こAJ 、

"

人
類
：ー

「

.般
の
解
贫
が
骂
然
第
四
階
級
の
解
放
を1
包
含
し
ぅ
る 

そ
の
論
理
的
必
霞
を
抜
き
と
る
こ
と
で
あ
十
た.;
0
ベ
ン
サ
ム
が
〃
自
ぼ
の
檐 

利
"
.や
>
永
遠
め
1£
義
"と
い
ぅ
：近
代
自
然
法
の
基
本
観
念
を
嘲
笑
す
る
の
は
。 

ブ
ル
：ジ
3
ァ
ジ
ー
が
既
に
経
済
社
会
を
支
配
し
て
、
.超
越
的
な
.理
想
に
ょ
っ
て 

.そ
の
行
動
I

f

 

i要
が

穿

、
.客

茗

ょ

ぅ

な
I

I
し
て
彼
等 

の
秧
序
が
矛
盾
を
身
た
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

フ
ラ
シ
ス
に
あ
っ
て
は
支
配 

.的
だ
，っ
た
革
命
が
、
と
の
時
代
の
イ
ギ
リ
：ス
.ヤ
は
改
革
，9
0)
^

|)

と
し
.て

.ホ
ジ
ス
キ
ン
の
思
想
の
独
自
性
は
、
そ
れ
ま
で
の
労
働
者
^'
た
め
の
思
想
が
、 

多
か
れ
少
な
か
れ
べ
シ
ザ
ム
哲
学
を
前
提
と
じ
、
そ
.の
限
界
内
で
可
能
な
限
り 

ヾ
労
働
者
の
た
め
の

も
. ，

の
へ
.と
接
近
し
た
.の
.に
対
し
.て
.一
一
'プ
レ
ー
、.ス
、
オ
ゥ
.エ 

ン
.
.、'ト
.ム
ス
：y
ら
..は
そ
■の
代
表
的
な
も
.の
'で
あ
る
—

、
.断
乎
と
し
.て
功
利
主 

義
を
拒
否
し
、

ロ•ッ
ク
以
来
の
.近
代
自
然
法
.に
帰
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
，オ 

ゥ

-.
ン
や
ト
ム
：ス
ン
は
、
た
と
え
労
働
者
の
貧
困
を
茁
当
化
す
る
経
攀
や
人 

口
論
に
：は
反
対
で
あ
っ
た.と
し
て
も
、
そ
の'社
会
哲
学
の
.前
提

と

し

て

功

利

、
王 

義

を

採

っ̂
い
龙
た
：め

に

、
：
：同

じ

ぐ

べ

'1
ザ
.ム
主
義
を
奉
ず
る
リ
ヵ
：

—

ド
ゥ
学 

派
の
経
I

者
達
と
現
寒
のii

霞

構

に
\つ
：い
，
て

理

論-1
:
の
：橱
突
を
き
た
す
ょ 

り
は
、
.'
'
'
£
:
:

の
.ょ
好
纪
库
福
谓
理
が||
'
.現
ざ
れ
る
ょ
ぅ
な
理
想.の
.社
会
を
画
>
^

H
三

(

七
七
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と
に
ょ
り
大
き
な
努
丸.を
故
っ
：た
。
だ
が
ホ
ジ
ス
一
キ
ン
は
、
資
本
主
義
的
経
済
.
 

.秩
宇
の
自
己
確
認
で
あ.る
と
こ
ろ
め
功
利
主
義
そ
の
：も
め
を
否
定
し
、
へ
生
産
者 

の
所
有
権
を
基
磔
と
す
る
自
然
故
思
想
を
、
.
労
働
者
の
た
め
に
再
び
取
り
上
げ

が)

た
め
に
、
現
実
の
経
済
組
織>1-
-

1 '
>

'い
根
本
的
に
、. .

ょ
り
ぎ
び
し
ぐ
、
ょ
り
直

... 

-
-

'

.
 

-
+
 

: 

.
 : 

. 

•

 

■
 

•

接
的
に
対
立.
せ
ざ
る
を
得
な'
か.

っ
た
。

ォ
ゥ
エ.

ン
が
い
か
な
る
意
味
で4>
-
'
経

済
 

学
者
で
は
な
く
、
ト
.

ム
ス
ン
も
么
た.
現
実
の
分
配
法
則
に
対
し
て
は
道
徳
的
な
：
 

批
判
釔
下
ず
に
止
ま
：
^

^

た
め
：に
：、̂

本
は
：生
産
的
な
り
と
し
て
.資
本
の
請
求 

:

権
を
絶
対
化
レ
つ
つ
あ
る
経
済
学
者
達
に
対
し
て
真
正
面
か
ら
理
論
的
攻
撃
を 

'
加
え
る
べ
き
役
割
は
、
.

か
ぐ
て
生
に.

ホ
ジ
ス
：キ
ゾ
に
委
ね
ら
れ
る
：こ
と
、と
な
っ 

.

た
'
の
で
あ.
る
0

:

;. 

^
 

-
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く
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%
，自
然
法
思
想
を
夯
働
.者
拎
ま
で
：拡
大
し
た
も
^
に

フ
ィ
ァ
カ
ン
ト
の

..
 

.
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proletarisches N
a
t
u
r
r
e
c
h
t
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概
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i
e
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a
s
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u
e
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^
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t
l
i
c
h
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2
S
.が
あ
る
が
こ
れ
は
あ
く
ま
で
理
念
的
で
あ
る

。
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白
井
厚「

W
,

ト
ム
ス
ン
の
分
配
論」

',三
田
学
会
雑
誌
五
ー
巻
ニ
号
参 

眼
。
ト
ム
ス
ン
は
資
本
か
使
用
も
新
し
い

.

価
値
を
生
み
出
す
と
考
え
、
そ
の

,三
曲

：

(

七
八
〇)

，

尺
度
を
ニ
つ
挙
げ
て
い
る
。.即
ち
労
働
考
の
：尺
度
に
よ
：れ
ば
、
そ
れ
は
資
本 

め
：減
偭
償
却
額+
資
本
家
の
監
督
賃
金
で
あ
り
、
資
本
家
の
尺
®

に
よ
れ
ば
、

.

..機

械

その

他
資
本
の
^.
M

.f
c
よ
；っ
て
生
_
さ
.れ
：た
、価
値
の
増
加
分addi- 

'..IJional:.value

で
あ
る
。、.そ
：し
..て
穷
働
者
：の
，
.尺
度
を
採
用
'し
.た
.方
が
、
社

.会
の
幸
福
に
•と
っ
て
望
ま
し
v'-AJ

v'5
:
(
W
V
T
h
o
n
l
p
s
o
n
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資
本 

V
の
不
生
.靡
性
を
証
明
し
.て
、
'資
本
家
の
ぃ
か
な
る
要
求
を
も
拒
否
し
た
ホ
ジ 

.

.
^
-
キ
ジ
め
断
乎
た
る
態
度
-と
比
^
す
る
マ
と
^
昧
深
い
：
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.ッ
ク
と
ス
ミ
ス

.

(

奮

権

ど

自

然

秩

序

)

-

..
 

cl>

.
ホ
ジ
ス
キ
ン
：は
、
早
く
か
：ら
；ロ
ッ
ク
.の
.弟
子
セ
あ
る
ど
と
を
自
認
し
、
後
年

の 

 ̂*rhe. ..Natural .and 

A
r
t
i
s
a
a
l
:

.

w
i
g
hct
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o
f
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s
'
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d
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o
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l
a
i
m
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b
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:
6
a
p
i
t
a
l
、

1
8CO
2
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:
に

お

い

て
,%
強

:<
'
,ロ
.
>
ク
の

哲

学

を

表

明

^

て
い
る
。
従

：
？
て

ホ

ジ
ス
キ
ン
の

.

社
会
哲
学
の
：

I '

つ
の
源
を
ロ
ック

..

に
求
め
る
'こ
，と
が
出
来
よ
ぅ
。.

:
こ
0;
場

合

、
.特
に
.問
題
と
な
る
の
は
、

口
ッ
ク
'の
：晨

法

に

お

.け
る
所
有
権

の
意
味
で
あ
る
':
°
ホ
ッ
ブ
ス
：に
あ
っ
：
て
は、
' 自
然
攆
は
、
生
命
維
持
の
た
め
に

.あ
ら
ゆ
る
，も
'の
；を
.自
由
に
..利
用
す
る
権
^
で
.あ：

っ
：た
。
■そ
■の
場
合
に
.も

労
働
の

重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
杖
い
る
..が
、
労
禰
は
、神
が
与
え
る
の
を
受
取
る
か
、

ま
た
は
交
易
の
労
働
に
過
ぎ
な
い
。
.：労
®'
は
物
を
作
る
.の
で
は
.な
く
受
取
る
の 

.で
あ
り
、
そ
れ
に.

1し
て

労

働

の

投

下

は

所

有

権

の

基

礎

で

：は

な

<:
、
：
所

有 

権
は
国
家
成
立
以
後
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
£.
'
し
て
ロ
ッ
ク
は
、
.私
有
は 

が
，設
定
し
た
も
の
.
.で
は
な
ぺ
ノ
財
産
に
対
す
る
権
利
は

£34
#

で
あ
る
こ 

と
を
立
証
し
よ
う
と
し
て
、

T

各
人
0
有
す
る
財
産
は
.、彼
以
外
の
何
人
も.こ
.の 

請
求
権
を
有
せ
ざ
る
彼
自
身.の
入
吣
申
に
あ
る
。
_各
人
の
身
本
の
労
働
と
手
の 

仕
事
と
は
当
然
に
彼
自
身
の
も
の
で
あ
る
と
十
分
の
.理
由
を
も
.っ
て
.言
い
得 

る
。
自
然
が
創
造
し
か
つ
彼
に
提
供
し.た
対
象
か
ら
彼
が
製
造
す
る
も
の.は
、
,
 

彼
自
身
の
労
働
と
合
体
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
有
す
る
も
の
と
結

^
し
た
の

, 

(

5 )

て
あ
っ
て
、.
か
く
し
て
彼
は
そ
れ
を
自
分
の
所
有
と
す
る
。

」

と
逾
べ
て
、
所
有 

権
の
基
礎
を
、
主
権
に
よ
る
割
当
か
ら
現
実
の
生
産
に
お
け
る
投
下
労
働
べ
と 

移
行
さ
せ
て
い
る
。
こ
本
は
ま
さ
に
、
.「

国
民
経
済
学
上
最
も
大
き
な
、
事
実
根 

本
的
な
意
義
を
持
つ

」

も
の
で
あ
って
、

こ
れ
が
近
代
的
力
社
会
佚
序
の
自
立 

化
を
f

す
.る
故
に
、
古
典
派
経̂

学
の
中
心
概
念
と
：な
っ.た
労

働

価

®

説

は 

こ
こ
に
そ
の
起
源
を
求
め
ら
れ
る
。
だ
が
こ
こ
で
、

「

ロ
ッ
ク
は
資
本
家
の
労 

働
と
賃
货
働
と
を
区
別
し
て
は
い
な
い
：
：
：
実
際
最
§

は
賃
金
労
働
者
で
は.
 

な
く
、
自
分
で
耕
す
土
地
や
、‘そ
の
i

の
#

料
や
道
具
を
持
っ
て
い
る
入
の 

労
働
に
つ
い
て
，考
え
て
い
た

」

と
い
う
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
：.■
ロ
，
 

ッ
ク
は
、
基
本
的
に
は
独
立
譽
#
的
な
社
会
観
か
ら
出
発
し
て
い
る
の
で
あ 

ク
て
、.マ
ル
ク
ス
の
：言
う
よ
う
，に
、「

—>
個
人
が
•自
ら
そ
の
労
働
を
も
ブ
て
利
用 

し
得
ら
れ
る
以
上
の
生
産
手
段
の
分
量
を
所
有
し
て
い
.る
と
い
1
こ
と
は
、
：
ロノ 

ッ
ク
に
よ
れ
ば一.
つ
の
政
治
的
発
明
で
あ
：る
？
そ
れ
は
：

所
有
又

は

私

有

財

産

；の 

ト
マ
ス
•
ホ
ジ
ス
キ
ン
の「

労
働
擁
護
論」

権
利
'の
自

然

法

的

基

礎

と

：相

矛

盾

す

る

も

の
」

な

の

で.あ
る
0
:ぞ
の
故
に
、
労 

働
の
全
生
産
物
は
労
働
を
加
え
た
者
に
帰
属
す
ベ
ぎ
だ
と
.い
：}
全

労

働

取

益

権 

.

.
の
思
想
は
ロ
ッ
ク
が
ら
生
れ
た
の
：で
あ
る
し
、
ま
た
一
方
.に
お
.け

る

労

画

備

値 

説

の

発

展

が

：

.ス

.ミ

.ス
-
リ

が
I
ド
：

V

と
ブ
ル
.
ジョ
ア
経

_

、の

中

に

囊

化

さ) 

れ
、
同
時
に
そ
の
#
命的

籍

を

ぎ
す
く
し
て
い
？
た
時
に
、
現
実
の
.墓只
の 

不

等

価

交

換

に

い

き

ど

お

：る

直

接

生

産

者

の

*

_

に

立

つ

入
々
、
特
に
小
生
産 

者
的
な
立
場
.の
人
々
が
、：

所
有
権
の
基
礎
をP
ッ
ク
に
ま
で
遡

っ
て
求
め
た
こ 

と
は
け
だ
し
当
然
と
い
う
べ
き
で
あ'ろ
う
。
ス
ミ
ス
は
労
働
を
投
じ
た
も
の
が 

.

そ
の
全
生
産
物
を
持
づ
べ.き
だ
.と
い
う
証
明
'の
.た
め
に
で
は
な
く
、
労
働
力
.の 

ノ

販
売
が
自
由
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
と
と
を
示
す
た
め
に
、
労
働
は
そ
の
人
自 

身
に
属
す
る
と
い
う
理
論
を
使
っ
た0.
: 

r

各
人
が)

彼
自
身
の
労
働
に
.つ
い
て
持 

つ
所
有
傲
は
、
：他
の
全
て.の
所
有
権
の
基
礎
で
あ
：る
と
共
に
ネ
最
も
神
聖
で
不
-
 

可
侵
で
あ
る」 

と
い
う
-1
@
富
論」

の
有
名
な
章
句
は
、.；ま
さ
に
^
働
カ
の
商 

品
化
を
強
調
す
る
た
め
：の%
の
で
あ
る
'。
富
は
労
働
の
生
産
物
で
あ
り
、
労
働 

は

価

値

：の

原

因

で

お

る

.と
い
5-
学

説
.は
、
.そ
の
財
を
所
有
す
べ
ぎ
人
は
.誰
か
と 

.い
う
と
と
を
我
々
に
教
だ
は.し
が

：い
。
.
'労
働

；の
.全

生

産

物

が

労

働

者

に

属

す

る 

の
は
、「

資
本
の
蓄
積
と
土
地
の
私
有
に
先
立
つ
初
期
未
開
の
社
会

」

に
お
い
て 

.

の
み
で
あ
づ
で
、
か
か
る
状
態
は
市
民
社
会
で
は
消
滅
し
.て
し
ま
.？
た
°

し
か
し
な
が
ら
、'.
.自
然
権
が
自
然
法
と"レ
て
：編
成
さ
れ
る
や
、
ホ
ジ
ス
キ
ン.- 

は

全

面

的

に
.^
、
ス
の
歡
響
下
に
あ
る0 

-

.

シ 

.
戸
.ッ
：グ
の
.時
ぬ
霁
农
い
て
.は
：、
.自
然
法
学
者
は
人
間
を
法
の
下
に
平
等
な、.
.
.

完
全
な
権
利
能
カ
を
持̂
主
体
上
し
て
ノ
そ
の
幸
福”
営

利

ー

复

を

^

^

な

も

■ 

- 

: 

•

• 
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0
と
し
て
是
認
し
、.こ
0.
よ
う
だ
個
人
が
造
り
出
す
社
会
を
分
析̂
た
が
:'
弋 

こ
で
：は
来
だ
十
分
な
か
た.ち
で
は
：̂

の
経
^

造̂

：の

法

則

性

を

認

識

す

る

：に
： 

は
：至
ら
な
か
っ
た
，
だ
が.ス
ミ

スにお
：；.

て
は
、
、市
霞
会
の
個
人
の
活
動
そ 

の
も
の
が
自
然
法
の
名
の
下
に
是
認
さ
れ
て
、
.も
は
や
そ
れ
に
対
立
す
る
権
利

： 

を
主
張
す
る
必
要
が
な
い
の
で1'
办
権
の
..基
礎
は
不
趴
畠
で
あ
っ
て
も
、|$
罾 

的
な
自
由
放
任
の
中.に
利
己
心
の
追
求
と
公
益
のv
r致
が
自
然
に
無
視
さ
れ
る 

■と
い
う
予
定
調
和
的
な
社
会
理
想
を
も
、？
て
人
為
的
な
拘
束
に
対
抗

.し
、
こ
の 

よ
う
な
自
然
法
秩
序
の
光
の
下
に
、i

的
な
社
会
の
体
制
認
識
に
亂
達
し
だ 

.0
で
あ
.る
0い
わ
ば
、
ロ
ッ
ク
，に
あ
：？
て
は
未
だ
個
別
的
で
あ
.づ
.た

自

然

権

七

い 

う
合
理
性
の
主
張
が
：、

ス
ミ
スr-
お
い
て
は
、
現
実•の
商
業
社
会
か
ら
経
験
的.
 

:に
把
握
さ
れ
た
取
と
い
う
調
和
的
な
秩
序
全
体
の
理
想
型
を
も
っ
て
、
、
非 

合
理
な
体
制
に
向
け
ら
れ
た.
0x

ミ
ス
に
と
っ
て
、
自
由
こ
そ
自
然
で
あ
り
、 

人

為

は

そ

の

逆

で

あ

，っ

た
。「

■
ま
を
最
低
度
の
.野
蛮
よ
り
最
高
度
の
胄
罾
に 

導
く
た
め
に
は
、
.
平
和
と
低
い
粗
税
と
あ
る
程
度
の
正
義
以
外
に
は
何
ら
必
要 

な

も

の

，
は

な

，

い
。
：他
の
一
切
の
も
の
は
、
こ
と
が
^
の
自
然
的
行
路
に
よ
っ
て 

.も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
の.自
然
的
行
路
を
妨
げ
、
こ
れ
を
強
い
て
他
の
適
路
に
往 

か
し
め
、
.'
ま
た
は
あ
る
特
定
の
点
に
お.い
て
祍
佘
の
進
歩
を
阻
止
し
よ
う
，と
す 

る
一
切
め
政
治
は
、
不
自
然
な
も
の.で
あ
っ
て
、
お
の
れ
自
身
を
支
持
せ
ん
が 

た
め
に
必
ず
抑
圧
的
圧
制
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
ご
ス
ミ
ス
は
、こ
の.
自
％ 

的
秩
序
に
対
す
る
権
力
の
侵
害
が
い
か
に
有
害
で
あ
り
社
会
成
員
の
幸
福
を
傷 

つ
.け
る
も
の
で
あ
る
か
を
立
証
し.よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
この
よ
う
な
価
値
法 

則
の
支
配
す
る
，自
然
こ
そ
宇
宙
の
摂
理
で
あ
り
調
和
的
だ
と
い

.う
考
え
は
、
.
ホ

ジ
ス
；キ
ン
に
霊
感
を
与
え
た
の
で
あ
る"
. 

.

:

 

自
然
と
人
為
を
対
立$:
:
せ
を
と
.と
.は
.、.
.
ホ
ジ
ス
キ
ン
の
ア
ル
フ
ァ
で
あ
り
ナ 

..

メガ
：で
あ
.ク
：だ
0
:膝
は
絶
>

#ス
ミ
ス
を
引
合
い
に
出
し
、
，
そ
の
〃
自
然
的
秧 

序
f
を

現

実

：の

社

会

そ

対

照

さ

¥
て
実
定
法
や
慣
習
を
批
判
し
た
。
だ
が
ホ
ジ 

ス
キ
ン
吖
塲
I
、
こ
の
ょ
デ
む
し
で
有
骅
吖
宣
告
ダ
受
け
る1

は
、
木
必
要 

な
国
家
活
動
や前
近

代

敗

な

拘

束だ
け
で
は
な
い
。
.ス
ー
ミス
に

は
思

.い
も
ょ
ら 

な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
資#
家
が
利
潤
を
取
得
す
る
と-い
5'
#'
:
実
自
体
が
、
労 

働
者
貧
因
の
原
因
と
し
て、
非
調
和
的
な
も
の
と.し
て

、
’
従

フ

て

不

自

然

な

も
 

の
と
し
、T
激
し
く
非
難
さ
れ
る
の
で
あ
る' 
自

ス

ミ

ス

は

、.生
産
力
の
展
開 

.と
資
本
の
蓄
積
が
ス.ム
ー
ズ
.に
進
行
す
.る
場
と
乙
て
の
自
然
的
秩
序
を
賞
揚
し 

てi

た
め
で
あ
.？
て
、

ス
ミ
：ろ
の
中
に.は
市

民

社

会.の
財

産

制

度

を

糾

弾

す

.る 

論
理
ぱ
存
在
し
な
い
。.'
卩
ッ
.ク
に
至
マ
て
は
ま
さ
^

こ
の
制
度
の
露
払
い
で
あ
'
 

つ
た
。
従
つ
て
そ
こ
に
は
、?1
3
民
せ
を
の
害
悪
と
不_
双
を
確
認
し
、
財
産
の

蓄
積
を
激
しV

攻
撃
し
得
る
別
の
論
理
が
必
要

.で
あ
る
。

.
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C
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:
ポ
ジ
ス
キ
ン
の
：い
わ
く
、「

口
ッ
ク
.に
ょ
れ
ば
、精
神
は
物
質
の
反
映
で

あ
る
。

そ
.れ
故
に
、
精
神
の
産
物
で

.あ
る
法
律
は
、
明
ら
か

.に
-自
然
権
の
存 

•
 

.
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.

在

.を

.記

す
と
ど
が
で
.き
る
O
Vそ
れ
が
そ
の
権
利
を
創
造
す

.る
と
は
考
え
：え
な

い
。
自
然
は
金
て
の
人
に
働
く
力
を
与
え
.、
そ
の
全
てQ

働
ら
き
に
そ
の
報 

酬
を
与
え
る

.0
じ
の
よ
う
.に
，し
て
自
然
は
、

法
律
に
は
ょ
ら
な
：ぃ
，財
擀
の
自

然
拖
を
，創
造
.す
’'る
。

■:
;
:も
し
神
ま
た
ば
自
然
が—―

-

こ
れ
.は
同
じ
も
の
だ 

'が
I

財
産
権
を
こ
の
.基
磷
の
上
.に
築
い
た
.
.と
す
れ
ば
、
同
時
，に
そ
れ
を
守 

パ
る
に
必
要
な
手
段
を
人
間
に
.与
え
：た
.。I

•方
で

：は
、

V

未
熟
で
弱

.1
>
人
上
り
も 

.
多
く
の
鳥
獣
.や
魚
を
捕
え
よ
.り
多
く
；の
富
を
創
を
こ
と
を
得
さ
せ
る
そ
の
強 

.
さ
..や
熟
練
は
、
，そ
の
趣
物
を
守
る
：こ
と
を
对
能
な
ら
し
め
る
で
あ
5
ぅ
。
他
"
 

方
、
自
然
は
人
間
の
大
多
数
を
、
強
さ
、熟
練
、
能
力
に
お
い
：て
平
等
に
播
り
、.

 

全
て
の
人
に
ほ
と
ん
ど
.同
様
な
知
識
獲
得
能
力
を
与
え
た
。
"そ
こ
；で
、
。他
人 

.

.が
生
鹿
し
た
4
の
.を
.

力
. ：

で
取
；
と
^
は
、
.そ
れ
：を
造
る
よ
り
も
難
し
い
で
.あ 

t

政
治
経
済
学
の
新
し
：い
.発
見
は
.ロ：
ッ
ク
' 理
論
を
：強
化
し
た
。1-

.
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こ
れ
は
自
然
状
態
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つ
い
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論
じ
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い
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、
#
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い
：わ
：ゆ 

-

る
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■o.
l
i
t
i
c
a
l
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.
.
o
r
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.
o
i
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'
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 society.

、
に
..つ..い
'て
..'
で
.は
な
.い
.
. ̂

..

後

者
.の
：状
態

:

に
お
：
い
て
は
、
：
貨

幣

：ゆ
蹲
入
に
よ
っ
て
：蓄

稷

の

限

界

は

無

限

に

拡

太

し

、
：
人
，

一：

々
反

—|
労
働
と
：勤
勉
が
氣
め
ヒ
生
ん
だ
所
有
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契
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と
同
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よ
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決
定
し
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シ
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ラ
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ぅ
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協
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帰
ヶ
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&
.ブ
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.い
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？
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が
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ロ
.ッ
ク
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実
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の
所
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状
態
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の
ま
ま
是
認
し
た
：の
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は
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い
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と
、

マ
ル
ク
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だ
が
、
彼
の
自
然
法
は
資
本
批
判
の 

#
段
上
•な
セ
、「

経
済
学
者
がy 『

科
学
的
：l
fc
展
開
少
た
i
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を
受
忖
つ

:

本
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い
だ
点
に
注
目
す
.べ
き
で
あ
る。

■ ■
' 

.

四

、

ゴ

ド

ウ

ィ

ン

、

リ

カ
I

ド

ウ

そ

の

他

.

.

.

.

.

.

.

. 

r 

- 

. 

- 

• 

- 

• 

) 

: 

L 

.

一

ゴ
.ド
ウ
ィ
ン
の
思
想
体
系
に.は
、
^
人
主
義
"

|

府
主
義
と
、
、
私
有
財
産 

“
資
本
主
義
批
判
の1|

づ
.の

商

が

あ

る

が

，、
：

V
ホ
ジ
ス
キ
ン
は

.こ
，
の.双

方

を

そ

.
れ
 

ぞ
れ
1
:
の
方
法
で
受
け
づ
い
だ
。
：
ア1/
'
ヴ
イは

、
：：.

ホ
ジ
ス
ギ
\
が
本
有
原
理
.

:

め
敵
対
者
、功
利
宝

W
T

個
人
主
i

と
し
て
出
発
し
だ
と
し.て
，
f ES

I

 

o
n

 N
a
v
a
l
.
b
l
s
c
i
p
H
n
e

ゴ

M
g
M
3

,
に

す

で

に

ゴ;rウ
ィ
ン

ヾ
の
影
響
を
見
出
し
、 

ま
.た
べ
.

S

サ
ム
の
場
合
暖
昧
な

8t\lral 

.identityof ,interes

chs

と 

artiScial i
d
e
&
w
y

 of i
&
e
r
e
s

c+s

の

対

立

に

お

い

て

.、

.
後

者

に

ー

貫

し 

た
ゴ
.ド
ウ
J.
V
の
.
.系
列
の
Ji
に
.■ホ
ジ
ス
キ
ン
を
位
置
づ
け
，て.，い
.る
。：.
.そ
の
.■よ

ぅ 

な
意
味
で
、
ま
た̂

に
.ホ
ジ
ズ
キ
ン
が
個

.々の
法
#
で
は
な
く
実
定
法
|
^
を 

攻

擊

ず

る

時

、
，
：彼
は
ゴ

'ド
ウ
ィ
'/
的

髮

府

主

義

者

で

あっ

た

と

言

え

：よ

ぅ

。 

だ
が
彼
は
、.経
済
的
に
は
商
品
生
産
を
排
し
た
ゴ
ド
ウ
ィ
：ン
>'
違
つ
て
レ
セ
；

フ
.ラ
ー
.ル
.に
徹
し
：て
い
た
。.海
軍
軍
律
へ
の
批
判
を
期
と
し
て
.文
筆
の
道
に
入 

.
?て
以
来
、
ド
イ
ッ
政
府
：の
独
占
事
業
、
職
業
''
,組
合
規
定
の
弊
害
を
指
摘
し
、
, 

国
勢
調
査
、
国
民
教
育
制
度
、
.

政
府
の
保
護
襄
に
.も
反
対
し
.た
彼
は
、
：

〉

ま
た
：
 

社
会
主
義
は
単
.に
高
慢
と
専
制
主
義
の
新
型
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
撕
し
、
.声 

由

競

争

を

賞

揚

し

て

結

局

は

自

由

貿

易

主

義

，へ
と
進

ん

だ

。

ト
ム
：
ス

.
yは
自
由
.
 

と
平
等
を
調
和
さ
せ
る
：こ
と
に
苦
慮
し
て
協
同
主
義
を
採
用
し
た
が
：、
ホ
ジ
ス

'
.
 

ギ
シ
は
安
ん
じ
.て
こ
れ
を「

市
場
の
値
切
り
合
い

」

に
ゆ
だ
ね
た
。
ホ
ジ
ス
キ' : 

ン
の
無
&
府
主
義
は
、
代
議
制
批
判
な
ど
政
治
的
に
は*コ
ド
ウ
イ
ン
で
あ
る
が
、

■

:
.
:三
/\
:' (

七
：八西

}: 

.

.

経
済
的
に
は
ス
ミ
ス
で
、

こ
の

^

は
、
.後
述
す
る
彼
の
労
働
運
動
へ
の
態
度
と 

微
妙
に®

^

す
る
。

だ
が
：
彼
は̂
実
の
が
ム
羅
判
を
を
く
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

か
ら
^
ん
，だ
。
.コ
ド
ウ 

■■y

V

の
思
想
は''

:
>.

政
治̂

^

と

財

囊

度

の

強

い
0

な
が0

に
注
目
し
、
ま
た 

.

市
f

会
を
蓄
積
財
産
の
：制
度
と
し
，て

.

そ
©

弊
害
を
指
摘
し
た
こ
と
で
、
重
要 

な
意
義
を
持
つ
も
の
，
で
あ
る
。

「

政
治
的
疋
義

」

に
よ
っ
て
、
大
土
地
所
有
に
向
け 

ら
れ
て
v >
た
批
判
は
私
有
財
産
全
体
に
拡
げ
ら
枝

 

'ま
た
蓄
積
財
産
か
ら
資
本 

.

に
焦
点
が
し
；ぼ
ち
れ
だ
時
、
爆
発
す
べ

# -

エ
；
ネ
ル
ギ/

丨
が
貯
え
ら
れ
た
：

0

蓄
積
財 

産.

に
対
，す
る
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
道
徳
的
糾
弾
は
、

.

ホ
ジ
ス.

キ
ン'

に
よ
：り
経
済
的
に 

-

翻
訳
さ
办
：て

1

の
放
擊
に
向
け
ら
れ
、
自
然

> :

人
#

^

の
対
比
は.

、
リ
ヵ—

ド 

ウ
の
残
し
：た
利
潤
の

.

問
題
'̂

め
；ぐ

：っ
.

て
ー
段
と
激
し
さ
を
加
え

.

る
の
で
あ
る
。

'

と
®

よ
ぅ
に
し
て
、

批
判
す
る
道
徳
的
雰
西
気
を
作
り
上
げ
た 

v

の
が
ゴ-K

ウ
イ
ン
で
あ
右
：と
す
れ
ば
、
そ
れ
を

1

学
に.

お
い.

て
準
偷
し'

た
.の 

は
リ
カ
ー

—

ド
ウ
で
あ
っ
：た

0

':'
::
'
'
.
'
々

 

•

'

い
わ
ゆ
る
リ
カ
ー
ド
ウ
会
主
義
者
達
の
中
で
も
、
ホ
ジ
ス
キ
ン

f

リ 

ヵー

ド
ウ.

を
直
接|?

1

研
究
し
だ
人
は
い
な
い
;9
#

は
リ
ヵ
丨
ド
ウ
.の
理
論
を
そ 

.の
ま
ま
承
認
は

:1.

な
か
；っ

.

：た
：が
、
：
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
資
本
主
蒙
会
の
鋭
い 

分
析
と
、
反
資
本
主
義
的
な
結
論
を
引
き
出
し
得
る
可
能
性
を
、
本
能
的
に
読 

み
'

と
っ.

て
い
た0

: 

■リ.

力
ー
ド
ウ
は
、

.

ス
、、:>
ス
と
異
な
：
っ
.
て
資
本
か
支
配
す
る
社 

会
で'

は
a

然
調
和
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
教
え
、：
ま
た
、
■

.投
下
労
働
に
基
礎
を 

置
ぐ
価
値
法
則
を
、
土
地
所
有
に
よ
っ
て
も
、
資
本
の
蓄
積
に

よ

っ
て
も
破
棄 

さ.

れ
な
い
も
の
と
述
べ
た
。
そ
し
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
彼
の
投
下
労
働
価

値
説
の
必
然
的
な
結
論
の

1,

つ
と
し
て
、.

#本
は
不
生
産
的
で
あ
る"と

い

う：

枢
を
實
.き
、
さ
ま
：

な.
-

M
.
K

ン
ス
を
持
っ
た
人
々
の
思
想
が
、
そ
の
点
.で

命
題
を
き
出
し
得
る
に
と
で.あ
る
。「

資
本
は
労
働
者
を
瞞
着
せ
し
め
る
以 

外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
労
働
こ
そ
全
て
で
あ
る
.。
こ
れ
..
が
実
際
、
リ
カ
ー
ド 

ウ
の
.見
地
か
ら
、
リ
カ
I
ド
ウ
自
身
の
前
提
の
上
に
立
っ
て
、
プP
レ
タ
リ
ア 

の
利
益
を
代
表
す
る
全.て
の
著
書
の
、
最
後
の
言
葉
で
あ
る
。

」

し
た
が
っ
て
、 

ホ
ジ
ス
キ
ン
に
と
っ
て
は
、
か
か
る
労
働
の
み
の
生
産
性
を
立
証
し
、
価
値
法 

則
に
矛
盾
す
る
か
の
ご
と
き
現
象
を
排
除
し
、
本
来
■
お

す

る

箸

の

目

^

に
到 

達
す
る
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た0 

.

.

ホ
ジ
ス
キ
ン
，に
影
響
を
与
え
た人
と
し
て
は广
他
に
も
例
え
ば
急
進
主
義
を 

鼓
吹
.し
た
.
J
.
.
ベ
ン
サ
ム
、
J 

:
'
、
々
、

F •
プ
レ_

ス
、
社
会
学
の
丑
V
ス 

ベ
ン
サ
.

I

s

i

l

t

t

i

の
先
駆
た
.る
？
*
レ
ィ
ヴ
ン
ス
ト

ー

ン
等
々
が
い 

る
。
だ
.が
、
彼
の
思
觀
と.理
論
体
系
の
.中
に
、
そ
の
大
き
な
源
泉
と
し
て
ロ
ッ 

ク
の
自
然
権
、
ス
ミ

X

の
自
然
法
、
：ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
蓄
積
財
産
批
判
、、
そ
し
て 

リ

カ

ー

ド

ウ

に

お
“
て
完
成
し
た
古
典
派
経
済
学
の
成
果
の
一
面
を
、
.
.リ
カ~

 

ド
ウ
.経
済
学
解
体
期
の
直
接
生
産
者
の
立
場
に
立
つ
強
い
実
践
性
の
裏
付
け
と

.
 

共
に
見
出
し
得
.る
で
.あ
ろ
5
:0
彼
等
は
.い
ず
れ
^
直
接
生
産
者
：を
代
表
す
る
面 

を
持
ち
、.富(

ま
た
は
価
値)

の
基
礎
を
労
働
に
置
い
て
い
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は 

音

経

済

学
^
縁
遠
い
が
ハ
.

「

世
界
'に
は

人

間

の

：労

働

以

外

に

は

ぃ

：か
.な

る

富

統
.一
、
綜
合
さ
れ
：て.、彼
独
自
の
重
要
な
結
論
を
生
み
出
す
に
至
る
の
で
あ
る
。

.

.

(

I
X 

w
. 

H
l
y
;

M.bid
，，
pp'sl, 16819

」

(

2) 

Ibid.., P
，
54. 

N

ォ
.ク
ス
ウ
エ
ル
：が
、
ゴ
.ド
ウ
イ
ン
，
の
影
響
を
ト
ム
ス 

ン
の
上
に

大

き

く評
価
し

.て
，、
，ホ
ジ

ス

キ

ン

の

.
上
に
認
め
な
い(
ff
i
, 

g,

■■F

o.xwelr; i
b
i
s

こ
-と
は
不
可
解
で
あ
る

。
^̂

(

3) 

E. LO.;weIrbhalThe; Ricardiart socialis

ct-s, 1911, 'p. 68.

:

ス
、̂

丨
ク
は
、
>
ッ
ク
.と
ス
.ミ
ス
の
：平

等

主

親

か

ら

出

発
-^
た
ホ
ジ
ス
キ
ソ 

'は
、
結
局
は
資
本
主
義
階
級
社
会
と
妥
協
し
て
し
ま
？
た

と
い
5

0

名

.
 

stark.;. Ideal .Foumdatiolls... o
f

 .....Economic

. 

T
h
o
u
g
h
^

1
9
400
,
.
 

p
,
1
0
3
.

そ
れ
は
や
や
極
端
な
表
現
だ
が
、
彼
が
平
等
：に
対
し
て
ょ
り
強
.く 

自
由
を
主
張
'し
た
こ
と
は
事
実
で
'あ
る
。
.

'

(
4
;
>

白

井

厚

：

「

十
八
世
紐
英
仏
：社
会
思
想
の
発
展
と
ウ
イ
リ
ァ
ム

•

ゴ
ド
ウ 

イ
ン
：

」

三
田
学
会
雑

.誌
五

+
卷
八
号
参
照

"
-,
.
.

(

5
.

)

.:,
-彼
の
リ
ヵ
i
.ド
ウ
批
判
は
、
そ
.の
説
が
.自
然
的
調
和
観
に
反
し
て
い
る 

.

:
こ
と
、

ポ̂
の

*
場

に

立

.つ

て

反

地

ま

闘

争

に

重

点

を

置

い

て

い

る

こ
と

に

''
.
向
け
.ら
れ
：る'.
0.
-
.
'
'
:
ン

•

: 

'
■
.
' 

.

(

6
> 1
7-
1彼
：の
.理
論
は
、資
ネ
豸
の
^
取
は
穷
働
者
0
貧
困
の
原
因
尨
と
' い
ぅ
私 

'..
の
..見
.
%̂-
躍
証
.し
.，て
.く
れ
る
.。」

.L-abour.j D
e
f
e
n
d
e
d
,

 P..8011.

訳
六
四

も
な
い
。
富
と
誤
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る.も
の
は
、
社
会
.の
制
度
に
：ょ
ゥ
て
あ
る
入.

々
に
与
え
ら
れ
た
、
他
人
を'{
|1分
の
利
益
.の
た
め
に
強
制
し
得
る
カ
：に
.過
ぎ
な
广

C
8

)

.
 

'
 

. -

'

.

.■-
:
•■
.
. 

.

.

. 

'
•
.
.
.

い
。

」

と
明
瞭
に
：述
べ
：
て
い
る
。
：
こ
：の
ょ
ぅ
な
、
富

の

基

礎

は

労

働

だ

と

.い

ぅ

信
.

..

.
'
...
貢

。
¥
 

 ̂

.

二

っ
.
':
;
.

念(

実
際

.

に
は
富
：'

と
.

価
値
を
区
別
す
べ
き
だ
が〕

が
：、
1:
ホ
ジ
ス
キ
ン
の

.

思
想
の
中

'

ハ
- 7)

W.
 

5
ロ

 

j

 
§

f

s

.

 

I
.

 

S
,
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•

訳
十」

巻
三
一
三
頁
。

_ 

..ト
マ
ス
•
ホ
ジ
ス
キ
ン
の

芬
働
擁
識
論
'—
.
 

三
九

(

七
八
五

)



_ 

.

.

. 

■ 

■

■

■

■

'

■

 ■

 
.

 
-

-

:

 

■

 ■

 
'

 
.

0

五
、
資
本
の
物
神
性
と
歴
史
性

:

ホ
ジ
：ス
キ
ン
は
、.ぴ
：
，
、、、
ル
，

マ
ヵ
ロ
ヅ
ク
等
の
資
本
学
説
に
反
対
し
て
、 

自
己
の
，理
論
を
展
開
す
る
。.例
え
ば
.ミ
ル
はT

資
本
を
、
労

働
と
義
す
る
生'
 

産
序
段
で
あ
り
、
諸
商
品
を
生
産
す
石
た
め
に
労
働
と
、結
合
ず
る
積
極
的
行
為 

者

と

：し

て

語

り

、

か

く

て

被

は

満

足

し

，て
、

讀

者

に

対

し

て

資

本

は

そ

れ

が

現 

実
.に
受
け
と
■っ
：
て.い
る
生
産
物
の
.多
大
の
分
前
を
全
て
う
け
取
る
資
格
が
あ
る 

と
証
明
し
よ
う
.と
0
.と
.め
て
.い
.る
1—
.
.が
、
.彼
に
よ
れ
ば
、「

労
働
者
が
こ
.の
よ
'
 

う
な
理
論
を
論
破
ず
る
こ
と
がre
ぎ
ず
、
ま
：た
ほ
と
ん
ど
あ
：ら
ゆ
ん
も
の
を
資 

本
に
与
.え
.る
行
為
に
反
抗
す
る
決
心
を
し
な
い.限
り
、
そ
の
境
遇(

の
改
善
は
永
：
 

遠
に
.で
_
な
い」

.の
で
あ
る
。
そ
-'
で
彼
は
.経
擊

者

達

の

：

資
本=

生
産
手
段
：{節
約
さ
れ
蓄
積
さ
れ
た
過
去
の
労
働

)

：
‘

と
い
う
俗
流
的
見
地
に
対̂
て
、

,

、

•

..资
本
"
共

存
.
襲

労

働(

現
拒
の
冷
働)

：

と
い
う
考
え
を
対
抗
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
：

 

.

.

流
通
資
本
の
効
能
に
つ
い
て

——

⑴
使
用
.の
た
め
に
貯
え
ら
れ
た
過
古
の
労
働 

の
生
産
物
が
あ
る
と
い
う
こ
と
比.何
ら
知
ら
れ
て
.い
な
い
。
⑵
通
®

品
の 

貯
え
：の
お
：か
げ
だ
と
さ
れ
て
い
る
効
能
は
共
存
す
.る
労

働

か

ら

生

ず

る

。

.

.⑶ 

資
本
家
が
他
の
労
働
者
に
衣
会
如
斯レ
、従
っ
て
雇
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、 

あ
る
人
々
の
労
働
に
対
す
る支g

力
の
た
め
で
あ
プて
、
：商
品
の
貯
え
を
#

.
つ
て
い
る
た
め
で
は
な
い
。
：

•
-
四

〇

一(

七
八
六
，

)

'

:： 
i

資
本
の
効
能
に
：つ
、い
て|

そ
れ
を
有
利
：に
使
用
す
る
に
必
要
な
も
の
は
，
 

:處

械

を

.発
明
す
る
知
識
と
才
能
、(2
)
ぞ
の
発
明
を
実
行
す
る
手
の
手
練
と 

.
器
用
、
(3
)
そ

れ

を

使

用

す

る

譲

と1
15
4
、
'.
で
あ
る
。
;'
.

結

局
.

「

従
来
資
本
に
：帰
属
さ
れ
て
い
る

J

切
の
効
能
な
る
も
の
は
、
共
存
し
、

.

か
つ
譲
せ
る
労
働
か
ら
く
る

」

し
、「

資
本
家
、
即
ち
庄
制
的
な
仲
賈
人
を
眼 

•

晁
か
ら
取
り
去
っ
：
て̂

¥
§——

ー
切
の
物
を
生
産
す
る
人
々
：に
は
ほ
と
ん
.
 

ど
何
物
を
も
所
有
さ
せ
な
い
，よ
ぅ
な
社
会
的
規
制
を
取
り
除
い
て
し
ま
え
ば
、 

明
自
に
資
和
即
ち
务
齋^>
膨
が
カ
>
共
存
労
释
と
は
同
1物
で
あ
り
、
又
娈ii 

.

.的
資
本
と
熟
#
労
働
も
ま
た
同
：
一：
物
で
あ
り
、
従
っ
て
資
本
と
労
働
人
口
と
は 

:

'
精
確
に
同
意
語
であ
る
。1-
-.

.'
'
.

経
済
f

達
は
、「

利
潤
の
取
'得
を
弁
護
し
、
資
本
主
義
に
お
け
る
労
働
の
自 

-

.

.
己
疏
外
を
自
然
な
も
の
と
考
え..
、
.資
本
ガ
労
働
.を
支
13
す
る
社
会
を
是
認
す
る 

た
め
に
、
労
働
の
物
的
条
件
た
る
過
去
の
労
働
"
資
本
を
重
要
視
し
、過
去
の
労 

'

働
の
蓄
積
が
現
在
の
労
働
を
支
配
す
る
力
を
生
む
の
だ
と
説
明
し
た
が
、
ホ
ジ 

.

ス
キ
ン
に
.と
：
っ
，
て

は

、

.資
本
の
生
産
性
な
：る
も
の
は
実
は
労
働
の
生
産
性
に
他 

な

ら

ず

、
蓄

積

：と
は

、
：
社

会

的

.労
働
力
.の
，囊
と
知
識
の
蓄
積
な
の
で
あ
る。

、
 

そ
こ
で
：、'経
^
学
者
.の
客
観
的
要
素v

資
本
重
視
に
反
撥
し
て
、
'
彼
は
そ
の
意 

義
を
過
少
に
評
価
し
、.逆
に
齋
働
の
揸
割
を
強
調
し
て
、

1

切
を
労
働
過
程
に. 

お
け
る
主
観
的
要
素
：；
.労
働
の
中
に
解
■消
す
る
。.
.

「

全
物
的
世
界
、
即
ち『

は
貨 

の

象』

.は
-
こ
で
で
は
社
会
的
生
產
に
従
事
し
つ
つ
.あ
る
人
間
の
単
な
る
動 

機

と

な

り

ま

た

消

：え

去

：
づ

て

行

く

後

か

^
後
.か
ら
彼
ら
が
絶
え
ず
く
り
返
し
て 

造
り
出
し
て
い
く
所
の
活
動
と
化
し
てし
ま
う
。
，
さ■て
こ
の『

理
想
主
義』

と

か

の『

驚
ぐ
べ
き』

べ.

ボ
学
者
マ
ヵ
ロ
ッ

'.

ク-

に
お
い
て
極
端
に
達
し
た

'

リ
_ヵ 

丨
ド
ゥ
学
説
の
究
極
农
る
粗
硬
な
る
物
神
的
偶
像
崇
挥
ハ
郎
ち
&

と
動
物
と 

の
差
別
を
失
ぐ
し
た
の
み
な
ら
ず
、
生
き
た
も
の
と
、
，

^

r
g

i

の

区

別

さ

え

'も

無
視
し
たI

と
を
比
べ
：る
が

4
^

。
：」

. .; 

‘

.

:

•
 
•
:
-
 

.

.

.

彼
は：ス

：'< 、.

ス=

リ
ヵー

ド
々
.の
伝
統
に
従
^
で
生
産
的
基
礎
：の
上
に
立
ち、
.
.

ス
ミ.

；ス
の.

「

貨
龄
ま
た
は
货
物

.

を

も

？
て
物
を
買
う
時
、
：：
ぞ

 

マ_

.

.

. 

,

て
買
う
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
免
か
も
わ
れ
わ
れ
が
物
を
得
る
の
に
自
分
の

肉 

体
の
労
役
.に
よ
る
も
..のと
：同
じ
_こ
と
で
あ
る
0 

.
か

：く

て

.
、
.
.
労

働

は

あ

ら

ゆ
 

る
も
の
'

M

対
し
て
抵
わ
れ
.る
本
源
的
な
.購
貿

貨

幣

で

あ

っ

た

.。

」

と

い

う

言

葉 

を
自
分
：の
価
値
規
定
の
典
拠
と
し
た
。
そ
し
て
更
に
進
ん
■で
、
ス
ミ
ス=:

リ
ヵ 

:

丨
ド
ゥ
が
労
働
力
の
商
品•化
を
前
提
と
■し
：な

が

ら

労

働

と

労

働

力

を

混

同

し

た 

め
に
対
し
、

：

ホ
ジ
.ス
キ
ン
は
労
顧
そ
め
も
の
に
カ
点
を
置
い
て
そ
の
商
品
化
を
：
 

否
定
し
次
。
-.
こ
の
^
で

は

、
，資

本

家

的

生

&
に

お

け

る

商

品1

を

、

こ
：れ
：か 

ら
抽
象
し
て
人
間
対
自
然
の,-
*
般
的
関
係
に
解
消
せ
し
め
よ
う
と
す
る
見
地
.は 

ス
ミ
ス
よ
り

^

^

か
に
麗
骨
に
ホ
ジ
；ス
キ
ン
に
よ
ク
て
示
さ
れ
：て
い
ふ
。
-;
わ
れ 

わ
れ
は
、
こ
-に
：ス
ミ
ス
を
も
越
ぇ.て
、.直
接
ロ
：.ッ
ク
的
な
要
素
の
再
現
を
見.
 

出
す
の
で
あ
る
。
：

そ
し
：て
彼
は
、
こ
の
よ5
各
単
純
な
労
働
過-@

を.

も
- ?

て
自
然
的
と
考
え
、
そ 

れ
を
直
接
に
資
本
主
義
生
産
と
効
置
し
た
。
彼
は
：、
ス
ミ
ス
が
富
の
自
然
的
分 

配
と
人
為
的
な
財
産
権
か
ら
出
る
財
産
を
区
別
し
た
の
に
、

-そ
.の
後
^

I

達
が
'
 

.そ
の
区
別
を
忘
れ
、
人
為
的
な
財
産
権
：の
結
果
が
自
然
法
則
で
も
あ
る
；か
の
如
， 

く
考
え
て
い
る
こ
と
を
攻
擊
し
、
資
本
の
不
自
然
性
を
暴
露
せ
ん
と
，

J

た
。「

全
，

>
マ

ス
•
ホ
.ジ
ス
.キ

ン

の「

労

働
■
護
論」 

.

て
の
證
は
労
働
め
生
鹿
物
で
あ
る
。
1—
:「

そ
れ
が
赵
刖
0
労
働
の
結
果
に
過
ぎ 

.な
い
限
り
、
そ
1
て
労
働
者
捋
ょ.つ
.て
そ
れ
ぞ
れ
の
^
ff
l
に
向
け
ら
れ
な
い
限 

.り
、；
そ
れ
は
そ.の
製

作

費

を

償

わ

な

い

：
。

'.
.
'
：

…

；.
そ

れ

ら

の

大

部

分

は

保

存

せ

ら
 

れ

て

い

る«
に

ょ

扣

て

童

を

滅

ず

る
0 
:
:
:
固
定
資
本
は
そ
の
効
用
を
以
前 

.

.の
労
働
が
ら
で
故
如<,
^

在̂
の
労
働
ょ
ヴ
引
き
出
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ 

:の
1

者
に
利
潤
を
与
え
る
め.枕
：、.そ
れ

.が

貯

だ

置

が

れ

た

る

が

故

で

は

な

く 

し

て

、

そ

れ
が
：労

働

.の
支
.配
権
を
i

ず
る
宇
段
で
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
：る

」 

か

く

し

て

サ

ル

ク

ス

ぼ

-^
遂

に

と

こ

に

お

い

で

資

本

の

性

質

が

进

当

に

理

解

さ 

へ
れ
て
.い
る」

と
讃
辞
を
呈
.し
：て
.
る
。
：彼
に
お
い
て
特
徴
的
な
と
と
は
、
投
下 

労
働
に
塞
づ
く
交
換
於4

.沁
さ
れ
、
資
本
が#

_
な

も

の

と

卓

え
^'
れ

て 

.い
た
の
で
、
資
本
と.労
働
ぼ
最
孤
が
ら
不
等
価
塞
と.钱

、

資

本

は

：そ

の

条 

.件
と
し
て
把
握
さ
れ
、
：し
か%
共
存
労
働
の
成
果
，に
過
ぎ
な
い
も
の
を
あ
た
か 

つ
も
そ
办
独
自
の
働
ら
き
で
あ
る
か
の
ょ
ぅ
ぬ
見
せ
る
こ
と
は
、
搾
取
階
級
の
利 

益
を
か
く
す
主
観
的
な
詐
欺
と
見
た
こ
と
で
あ
る
。

「

資
本
と
は
、
繁

や

、
国
：
 

家
、.あ
，る
^
は
他
人
を
丸
裸
に
す
る
人
達
が
そ
の
人
々
を
剝
奪
す
る
手
を
か
く 

す
た
め
に
発
明
し
た
そ
の
他
の-般
の
名
称
の
上
ぅ
に
、
：：
一：
種
の
神
秘
的
な
言 

葉
だ
と
実
際
信
じ
た
く
な
る
。
資
本>
は
人
々
が
そ
，の
：前
に
ひ
ざ
玄
ず
く
こ
と 

を
：要
請
さ
れ
て
い
る
偶
像
の
ー
窗
で
あ
る
。
.：；平
伏

し

て

い

る

間

に

、

狡

猾

.な

坊 

主
は
：祭

壇.の
.後
が
ら
手
を
.つ
ぎ
3
3し
ミ

：
み

囊

の

た

.
め

だ

と

し

て

信

者

に

請

求 

し
た
供
物
を
先
敬
し
て
わ
が
も
や
と
す̂
ポ
こ
の
i
ぅ
に
し
て
彼
は
、
資
本
の 

.価
値
生
産
性
を
も
張̂

る
経
済
学
者
の
t

崇
拝
的
観
念
に
対
し
て
、
過
去
の 

労
働
の
適
大
評
価
へ
の
反
撥.之
、
自
然
法
思
想
を
も
：？
て
対
抗
す.る
.の
で
あ
る
。

: 

'

.:.
四
；，|
.

.
(

：七
八
：七> 

'



一
：
L
が
し
な
於
ら
v
:
w
4
i.
ぅ
^

^
主
義
生
産
を
盡
に
労
働
過
遐_.
べ

般

に

ー

： 

:
.解
消
.し
、
単
に
そ
れ
を
慕
法
へ
の
背
反
と
見̂
こ
：と

は
;'
祈

角

資

本

の

：黯

へ
 

性
に
対
抗
し
な
が
ら
も
、：
キ
れ0
歷

蟲

辕

の

認

識

へ

，
の

道

を

妨

げ

た

'.
0
'資

，
 

本
は
：'一
定
の
'歴
史
的
生
産
関
係
と
し
て
‘理
解
す
ベ
き
で

あ
マ

た

，
が
、

-1
ホ
.ジ

7 

■.キ
ン
.自
身
も
ま
た
そ
の
論
戦
に
お
い
て
経
済
学
的
愚
迷
論
法
か
ら
出
発
し
て
い 

S 3
。r

ホ
ジ

ス
キ
ン
も
こ
の
点
につ
い
て
は
何
ら
与
る
と
こ
ろ
は
な
い̂
彼

は

：
： 

^

本
主
義
の
1

^
を̂
全
て
そ
'の
ま
ま
自
然
だ
も0
:と
，じ

て

受

け

容

れ

,>
:
労

働
 

に
ょ
る
財
産
は
:「

不
^

^
バ
で
あ
っ
^

し
か
も
労
働
過
程
と
価
値

c

剰
余
価
ハ 

値)

増
殖
過
程
に
お
け
る
資
本
の
機
能
を
区
別
せ
ず
、
固

定

*

流
動
資
本
と
い 

パ
ぅ
経
済
1

達
の
概
念
を
無
批
判
に
踏
襲
す
る
。
そ
の
結
果
、

:.
:
-
'
-

必
^
§
に
価
値： 

形
態
、.：
商

品

形

態

、
，
貨

幣

形

態

、
：
資

本

形

態

等

の

独

自

性

は

見

逃

さ

れ

(

，
資

本 

家
の
意
志
は
資
本
の
運
動
形
態
と
は
無
関
係
な
も
の

AJ

な
り
、
折
角
の
物
神
性 

へ
.の
対
抗
も
、:そ
れ
を
生
ず
る
物
質
的
な
基
礎
が
全
く
無
視
さ
れ
て
’
単
に
：不 

i

紙
な
権
力
、
主
観
的
な
欺
瞞
、
歴
史
上
め
偶
然
に
そ
：の
原
因
が
求
め
ら
れ
る 

こ
と
と
な
.っ
た
。
彼
.は
資
本
の
生
庫
力
を
否
定
す
る
論
戦
に
お
い
て
、

「

過
去 

の
労
働
自
体
、
又.は
再
生
産
の
た
め
の
そ
れ
の
生
産
物
の
新
し
：い
労
働
の
条
件 

と
し
て
の
重
要

さ
.に
反
対
し
否
認
す
る
如
く
に.見
え
1̂
。
,-「

経

済

_

の

粗

硬 

な
る
見
解
に
.対
し
、.主
観
の
強
調
、
い
わ
ば
主
観
に
お
け
る
主
観
的
な
も
の
を 

物
体
に
対
立
さ
せ
て
強
調
す
る
事
が
問
題
で
あ
っ
た
た
め
に
、
彼
は
そ
の
時
々

.
 

の
労
働
生
産
カ
の
発
展
段
階
を
指
摘
し
な
か
っ
沾
。

」

そ
こ
で

彼
の
.理
論
は
、

㈠
—*
方
に
お
い
て
資
本
主
義
の
発
展
方
向
に
対
す
る
洞
察
を
欠
き
、
㈡
#力
に 

お
い
て
資
i

的
生
産
を
基
礎
と
す
る
諸
現
象
を
純
粋
に
客
観
的
に
そ
の
本
質

-
ぐ
.
；：：'.
:
.
::へ
:
^
^
^
^
^

_
歡

亂
^;
柘
い(

て
観
察
汶
石
事
が3
5來
な
^ £
へ.労
働
過
痺
迄1̂

の
基
礎
を
求 

め
^;
ド
：ッ
^'
故
な
自
然
権
思
想̂

.人
為
制
度
を
攻
撃
す
る
；ス
ミ
ス
的
な
自
然 

法

1

ば

彼

を
1>
て
猫
済
,

の
择
1

念

ビ

対

撖

せ

し

一

め

た

が

、
.
，そ

の

同

じ 

観
念
が
彼
を
資
本
の
歴
史
的
認
識
か
ら
遠
ざ
け

,
経
済
®

め
愚
迷
論
法
の
中

に
閉
じ
込
め
る
の
で
あ
る"

.
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d
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ニ
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頁
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. Ibid., p
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.訳
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五
頁
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C
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Ibid.,

叻
，52

..
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頁
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ド
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マ
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M
a
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M
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5
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頁
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w
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S
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頁
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訳
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五
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(
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森
戸
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笠
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剰
余
価
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学
説
略
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.四
一
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頁
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(

19)

玉
野
井
氏
は
、
ホ
：ジ
ス
キ
ン
が

リ
カ
j
ド

ゥ
を
ふ
く
む「

経
済
学
者」

の
理
論
か

ら

，
一

歩

を

踏

み

出

し

，
得

た

理
由
と
し
て
、

そ
の
'
^
■
者
的
立
場
を 

強
調
し
、

「

労
働
者
は
は
じ
め
か
ら
資
本
家
よ
り
高
い
立
場
に
あ
る
。
：
と
い 

う

の
は
資
本
家
は
こ
の
竦
外
の
過
程〔

労
働
者
の
勞
驾
の
自
己
疎
外
の
過
程〕 

CD
な
か
に
根
を
下
し
、

そ
の
な

'か
.に
自
己
め
絶
対
的
満
足
を
み
い
だ

.し
て
：い

V

る
の
.に
反
し
、
，穷
働
者
は

.こ
の
過
程
の
犠
牲
と
し
て
は
じ
め
か
ら
そ
.れ
に
対 

.し
て
.対
抗
的
関
係
.に
あ

.々
、
-
こ
.へ
れ
：を
ば
奴
隸

..
化
の
過
程
と
し

.て
う
け
.と
.ク

X 

い
る
か
ら
で
あ
る」

'と
い
う
マ

.ル

.ク
ス
の

「

直
接
的
生
産
過
程

.の

.諸
結
果」

 

の
.章
句

.%
引
.用
し
て
い

る
：( 「

リ
力
...ァ 

>ト
：ォ
か
.ら
マ
.
ル
ク
X
'
.へ...

」

1
.-1
..九
頁)

ゝ
.
 

が
：、
勿
論
そ
の
よ
う
な

®
は
あ
る
に
し
て
も
、
'
ホ
ジK

キ
シ
を
単
に
労
働
者」 

.

.階
級

.の
：立
場
か

.ら
理
解
す
る
の

.._.
は
.問
題
が

.あ
る
.の
1 ?

.は
な
か
ろ
う

.か
。：.
と
.

い
'

.

.う
：.の
は

、
へ

ホ

ジ

ス

キ

ジ

が

対

象

と

し

て

^;
_
る

労

働

者

は

が

な

り

複
雑
で
、
:直 

,
-接
生
産
者
と

い
う
面
で
統

一
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、彼
の
ィ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は

、
' 

プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
的
で
ぁ
る

-4
り
は
、
：
.す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

p,
>
ダ

、
.
.
ス 

ミ..ァ
的
な
批
判
を
経
る
と
と
な
：く
利
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
0
-彼
が
ブ
ル 

一
ジ
：ョ
；ァ
的
愚
咪
の
限
：界
内
に：

と
ど

.ま
づ
：

V.

資
本
の
：瑕
史
性

.を

.認
識
し

.な
が

?

:‘ 

ソ
.た
こ
と
、

社
会
：主
義
に
す
ら
到
達
せ
：ず
、

.；：兔
働
蓮
動
か.ら
脱
落

.1

.た
：こ
と
等
い
.
 

ト
マ
ス
ン
ホ
ジ
ス
キ
ゾ
の「

労
働
擁
護
論
1-V

.4-
'
そ
こ
か
ら
理
解

.さ
を
べ
き
ヤ
あ
ろ
う

？

'

六
、
労
働
運
動
に
お
け
る
ホ
ジ
ス
キ
ン

さ
て
い
こ
の
よ
う

.に
彼
の
理
論
体
系
：の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
風
想
と

_

 

.
が
、
強
い
実
践
性
吖
裏#/
げ
ど
共
：に
見
出
さ
れ
る
が
、

；

か
か
る
^
!
を
も
つ
彼 

.
の
論
韻
はい
か
な
る
立
場
に
：お

4

て
展
開
さ
れ
て
い
が
で
あ
ろ
う
か
。

'
全
労
働
収
益
権
、へ
浪
由
顧
争
ぬ
よ
る
商
品
生
産
等
の
'主
張
、
ま

た「

■
力
は 

彼
等
の
.職
人
と
..11
^
^
.
,
に
^-
働
#-
で
あ

.

る

と

；い
.う
よ
-う
な
叙
^
及
び
、彼
の 

「

労
働
擁
護
論」

.そ
，の
.%:
の
.が
.
'
"

.joursyTaan.".:.

の

団
結
.を

擁

護

す

る

べ

く 

パ
書
か
れ
た
こ
と
、.彼
が
、
8-
00'
げ
2

.̂0
3
'
ゲ̂
§
;

^

^

|

^

^

等
の
|目
葉 

.を
混
用
し
て
い
る•>
•

」

と
に
i

て
、
，
彼

が

小

商

品

生

^

r

な
.い
，
し

は

職

人

爾

の 

ィ
デ
オ
ロ
ギ
•
を
多
分
に
皮
映
：し
て
い
る
こ
と
ぬ
疑“
な

：い
。

：

財

産

の

.自

然

権 

を
復
活
す
.る
も
の
は
誰
か
と
い
；う
問
に
対
す
る
ホ
ジ
ス
キ
ン
：：の
答
.え
.は
、

ベ
ァ 

に
よ
れ
ば
跋
行
的
で
矛
厣
に
澈
ち
：た
も
の
で
^:
夂

.

1~

労
働
擁
護
論」

に
お
い
て 

■:
ば
そ
め
使
命
を
全
べ
労
働̂

^
に
托
：し
て
い
る
が
、
へ；

「

自

鑛

と

人

詹」

に 

:ぉ
；ぃ
て
は
、'乇
の
使
命
を
完
ぅ
す
名
も.の
は
中
層
級
で
あ
ろ
う
と
考
え
.て
い 

る

と

ぃ

ぉ

れ

る

。
だ

が

実

：は

こ

の

ょ

3
:な
矛

盾

は

、
>繁

_
時

の

ぃ

；
か

な

.
る

翁
 

進

主

義

者

よ̂
も

リ

方—

ド

ケ

経1

の

含

意

を

理

解

し

、
：
：
資

本

主

義

に

お

け

ス
；等
の
思
：想

を

そ

の

ま

ま

苒

生

：し
た

.も
の

で

あ

ヴ'
そ
れ
が
プ_
 
ロ
レ
.タy

 

.

る

労

資

の

猶

命

的

な

対

立

を

直

視

し

で

.:
>

資

本

に

対

抗

す

る

も

の

と

し

て

の

労

働
者
の
団^-
を
説
.レ
；：た..と.い
.ぅ
^:
の
.態
度
；か.
生̂
れ
た
も
のr
.に
他
な
ら.な
.い
o
.
. 

そ

れ

は

ま

さ

に

立

ガ

ィ

卞

ゥ

の

価

霧

と

剰

余

価

値

論

を

ジ

資

本

制

坐

産

に 

一
：
抗

す

る

。
フ

' ロ. ：

レ)

タ

少

ア.丨
ト

の.怒
め

に

転

用1-
-
じ

だ
%-
:の

で

あ-
た

。.'
.
-
そ

し

て

.
,
'四
；三
:-
'

(

七
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彼
が
そ
れ
を
：な1
得
た
の
は
、
小
生
産
者
的
或
い
は
職
人
的
立
場
が
当
時
資
本 

に
対
立
す
る
直
接
生
産
者
の
闘
い
に
お
い
て
重
要
な
敗
治
的
.
理
論
的
役
割
を
.
 

担
っ
て
い
.た
が
ら
で
あ
る
0
彼
に
お
け
る
矛
厝
は
、
論
琿
の
矛
盾
と
い
う
よ
り
.
 

は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
労
働
者.に
味
方
す
る
と
い
う
態
度
が
ら
生
れ
た
，も
の
で 

あ
り
、
そ
し
て
こ
の
場
合
、
：当
時
の
労
働
運
動.自
体
、
特
に
.そ
の
.指
導
者
層
が
、 

非
常
に
複
雑
な
性
格
を
持
ヮ
て
い
た
こ
と'の^

^

U
:
て
：理

解

ず

る

こ

と
#
重

.
 

要
で
あ
ろ
う
。.従
っ
て
、
彼
の
立
場
は
論
理
の
上
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
労
働 

運
動
全
体
の
流
れ
の
中
で
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

:
.
.

ホ
ジ
ス
キ
ン
の
労
働
運
動
へ
の
影
響
が
結
社
禁
止
法
廃
止
連
動
に
お
.け
る
ベ 

ゾ
サ
ム
急
進
主
義
と
の
^
力
か
ら
始
史
る
と
い
う
こ
と
は
特
徴
的
な
事
実
で
あ 

る
0.. 

. 

-

:
ペ' 

y

.

:'
.
 

,

ブ
ル
-
ョ
ァ
急
進
主
義
は
い
か
な
る

「

革
命」

’を
も
の
ぞ
ま
ず
、
た

だ「

改 

革」

を
の
み
要
求
し
た
と
は
，い
え
、
'
そ
れ
さ
え
労
働
大
衆
の
支
持
な
く
し
て
は.
 

獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か.？
た
。
従
っ
てr

八
ニ
四
年
の
フ
ラ
シ
シ
ス
，
プ 

レー

ス
ら
，の
^

に̂
よ
る
㈱
社

禁

-J
t
法
の
撤
P
運
動
は
、
基
本
的
に
は
ブ
ル
ジ 

ョ
ァ
支
配
体
制
確
立
の
一
瓌
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、

.と
も

か 

く
結
果
に
お
い
て
そ
れ
は
ベ
ン
サ
ム
急
進
主
義
が
労
働
階
級
の
為
に
な
し
：た
最 

大
の
、
そ
し
て
最
後
の
貢
献
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
：は
べ
ン
サ
ムrf
学
の
も
ち
う
る
進
歩
性
の
極
限.で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に 

.お
い
て
の
み
功
利
主
義
と'ホ
ジ
X
キ
ン
と
の
ニ
つ
の
解
放
の
.論
理
の
共
存
を
考 

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で.あ
る
0
: 

'
.

■
:

だ

が

，
反

ト

ー

リ

I
支
配
と
い
う
大
義
の
下
に
共
存
し
克
た
ニ
つ
の
解
放

Q

論
.

■
:

;
.四

四(

七
九
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理
め
根
本
的
相
違
は
 
一A
 H

四
年
結
社
禁
止
法
が
廃
止
さ
れ
る
や
否
や
忽
ち
誰 

.
の
目
に
も
明
ら
か
と
な
る
。
プ
レ
丄
ス
；の
期
待
と
ば
：逆
に
今
迄
抑
压
さ
れ
て
き 

.だ
組
合
結
成
と
”ス
ト
ラ
ィ
キ
が
堰
を
切
つ
た
様
に
全
国
に
拡
が
'る
と

、
.
労

働

者
 

:の
団
結
の
カ
.は
豚

放

す

る

：
に
.は
'余
り
に
恐
ろ
し
.い
カ
で
.あ
る
：こ
と
.は
す
ぐ
に
判 

っ
た
。.一C

一一.五
年
、資
本
を
擁
護
す
る
為
に
再
び
結
社
禁
止
法
を
強
化
し
ょ
う 

と
す
る
政
治
的
.，
理

論

的

要

求

に

，
対

し

V

ホ

ジ

ス

キ

ン

が

そ

の

^

_

»

護

論

を 

発
表
す
る
や
、
彼
が.ト
丨
リ—

体
制
.の
抑
圧
の
'み
で
は
な
く
資
本
の
抑
压
を
、
抑 

.圧

—-
般
を
玫
撃
し
て
い^
と
い
う
こ
と
.は
.明
ら
か
と
な
り
、
.ブ
ル
ジ
气
ア
急
進 

主
義
は
、
ホ
、ジ
ス
キ
ン
ー
の
攻
撃
の
矢
が
自
分
自
身
.に
、
即
ち
資
本
自
体
に
む
け
ら 

れ
で
い
る
の
を
み
て
：驚̂

I?)
5)

。
へ
ホ.ジ
ろ

キ

ン

'の

哲

学

的

急

進

主

義

グ

ル

ー

プ 

と
の
.交
友
が
断
た
れ
、'プ
レ
ー
ス
と
の
友«'
が
薄
れ
た
の
が
こ
の
時
期
で
あ
？ 

*:
.ど
い
う
#
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
と
思.

る̂
。

、
 

- 

で
ゆ
、
ホ
ジ
ス
キ
シ0
こ
.の
資
本
攻
撃
の
論
理
は
労
働
運
動
史
上
に
ど
の
様 

な
意
味
を
も
.？
て
い
.る
の
で
.あ
ろ 

>か
。

.
:-
”

^
-
.
ン 

:

そ
れ
迄
労
働
大
衆
靶
そ
の
悲
惨
か
^
救
お
う
と
ず
る
理
論
的
努
カ
は
主
に
べ 

ン
サ
ム
哲
学
と
^:
ル
ジ
ョ
ァ
経
済
学
の
前
提
の

4

に
な
さ
れ
て
き
た
。

マ
ル
サ 

ス

人

ロ

論

と

リ

ヵ

ー

ド

ゥ

賃

銀

i

を
寘
理
と
し
て
容
認
す
る
こ
の
ブ
ル
ジ

„

ア 

■
M:
想
の
限
界
の
^

労̂
働
考
の
！
•福
を
國
う
と
す
れ
ば
、
■
そ
こ
に
は
只
労
働
者 

.の
教
育
と
道
徳
的
向
上
に
よ
る
人
ロ.

1し
か
残
さ
れ
.て
い
な
い
の
セ
あ
る。
.

C
8

)

逢
鬱
な
科
学
"
.の
中

か

ら

は

，
フ

ラ

ン

ジ

ス

■：
•プ
レ—

ス
の
悲
観
的
な
解
放
策
し 

か
生
れ
て
こ
な
い0

'

.

従
っ
て
労
働
者
を
解
放
し
よ
う
と
す
る
理
論
的
努
力
の
歴
史
ば
、
同
時
に
.そ

れ
が
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
諸
前
提
か
ら
解
放
さ
れ
て
命
く
過
程
：の
歴
史

.で
あ

る

。
.
：

..

オ
ゥ
エ
ン
は
新
し
い
巨
大
な
生
適
カ
が
労
働
者
の
幸
福
に
対
し
て

.も

.つ

.て
い 

る
無
限
の
可
能
性
を
う
ち
開
い
た
こ
と
に
よ
？
て
労
働
運
動
を
邊
鬱
な
科
学

" 

と
'〃
悲
観
論
〃
か
ら
解
放
し
、
労
働
者
に
大
き
な
希
望
を
与
え
た
。
そ
し
て
そ
の 

意
味
に
お
い
て
^
大
な
役
割
を
果
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
現
実
の
社
会
体
制
と 

の
対
決
の
中
か
ら
生
れ
た
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
現
実
社
^
の
外
に
、
全
く
新
し 

い
、
理
想
的
な
組
織
を
夢
み
、
実
験
し
、
構
想
す
る
こ
と
か
ら
生
れ
た
の
で
あ

..

っ
た
"

：

こ
こ
に
ホ
ジ
ス
キ
ン
が
、
ベ
ン
サ
ム
急
進
主
義
の
様
に
反
腐
敗
政
治
の
一
般 

的
ス
ロ ー

ガ
ン
の
下
に
階
級
的
利
害
を
解
消
さ
せ
る
，こ
と
な
く
、
又
オ
ゥ
エ
ン

.
 

の
様
に
現
実
の
外
に
理
想
社
会
を
構
想
す
る
こ
と
t
よ
つ
て
で
は
な
く、

i 

.の
生
産
社
会
に
君
臨
す
る
資
本
自
体
に
反
対
す
る
論
理
を
展
開
し
た
、
と
い
う 

こ
と
が
、
，
労
働
違
動
に
と
つ
て
特
別
：の
重
要
性
を
も
つ
て
く
る
こ
と
が
理
解
で 

き
よ
う
。
即
ち
彼
は
ブ
ル
ジョ
，ァ

急

進

主

羲の

ス

ロ丨
ガ
ン
.の
.下
に
埋
没
し
て 

い
，た
労
働
者
の
特
殊
的
利
害
を
掘
り
起
こ
し
、
資
本
の
盗
翁
こ
そ
^
員
豸
の
悲 

惨
の
原
因
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
へ
労
働
運
動
を
ブ
ル
ジ
ョ
ナ
急 

.進
主f

か
ら
分
化
さ
せ
る'ベ
き
重
要
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

.
.
r

ホ
ジ
ス
キ
ン
が
現
存
体
制
の
攻
撃
の
武
器
を
提
供
し
た
と
す
れ
ば
、新
し
い

'
 

制
度
の
'理
想
を
準
備
し
た
の
は
ォ
ヴ
ェゾ
で
あ(

ね

。

だ
が
実
は
、
ベ
ン
サ
ム
急
進
主
義
の.こ
の

様

な

労

働

者

的

方

向

へ

，の

.

_は
、 

小
生
産
者
的
路
線.の
上
に
お
い
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
様
な
^

mを 

担
っ
た
人
々
は
、
高
級
熟
嫌
職
人
、
即
ち
政
治
的
伝
統
に
お
い
そ
古
く
、
経
済

.

.

ト
マ
ス
.
ホ
ジ
ス
キ
ン
の
.

「

労
働
擁
護
論」

:
:

的
狀
態
に
お
.い
て
恵
ま
れ
た
い
れ
ゆ
る
ロ
グ
ド
ゾ-
.ァ
ー
，
.
チ

ザ

ン

の

有

識

®

だ

,ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争'の
終
結
以
来
、：

■

工
場
労
働
者
、
手
織
工
、
農
民
等
の
広
汎
な 

.
藥

的

勢

力

は

、
む
し
ろコ
：
ベ
：
ッ
ト
、
パ
ン
ト
ら
の
：懐
古
的
ロ
マ
シ
主
義
に
率
：； 

i

れ
y
:
v;
不
馓
や
i

金

、®

、：雪

問

遷

、
戦
後
を
特
徴
づ
け
る一1

、 

普
遍
的
困
難
の
中6
ぞ
の
勝
級
的
利
害
を1見
.失
'い
、
反
ト-

リ
ー
、
反
腐
敗
政 

へ

治

と

い

う
一
般
性
：の
'中

に

ブ

ル>>
'
>
ア
急
進
主
義
と
共
に
闕
っ
て
い
た
。
従っ 

.て
こ
の
様
なH

汎

な

大

衆

的

勢

办

は

、

：
ー
、
，

<
三

ニ

年

の「

裏
切
10
-
れ
た」

改
革 

以
降
は
そ
の
独
自
の
階
級
性
に
目
覚
め
、
.
新
救
貧
法
反
対
運
動
を
契
機
と
し
て 

丨
一
チ
ャ

！

チ
ズ
ム
_蓮
動
の
中
：に
萆
命
的
众
カ.と
し
.て
登
場
す
る
が
、
そ
れ
迄
は
"
労 

'

働
者
の
解
放
"...を
-"産
業
資
本
の
解
放"
.か
ら
区
別
し
よ
う
.と
い
う
理
論
的
努 

.力
は
、.
;t
r
し
ろ
上
に
.の
べ
わ
様
に
、
'ブ
ル
ジ
ョ
ア
急
進
主
義
の
労
働
者
的
麗 

.

.の
中
か
ら
、
小
、フ
ル
，ジ
ョ
ア
た
る.ロ.
 
■ン
ド
.ン
，.
.
T
.
丨

■チ

ザ

，ン.に

よ

.
マ

て

な

さ

れ
 

て
き
：た
の
で
あ
る
。.全
国
労
働
階
級
同
盟
の
主
導
的
メ
ム
バ
ー
た

る

ラ

ヴ

エ

'/

.
ト
、

ベ

ザ

リ

シ

ト

ン

、

ヮ

ト

ス

シ

,'
-
>
ク

リ

ー

ヴ

ら

は

こ

の

様

な

方

向

を

プ

レ

一 

ス
'か
ら
発
要
さ
せ
た. が
、
そ
う
す
る
：こ
と
に
よ
つ
；
て
同
時
.に
彼
ら
は
全
国
の
労 

働
大
衆
へ(

の
か
か
る
知
識
と
理
論
の
伝
馨

〔

：
仲
$

と
な
つ
：：た
の
で
あ
る
。 

チ
ャ
ー
チ
ズ
' ム
の
初
期
、
殊

に「

八
ヨ
九
年
の
1

^
は
ロ
シ
ド
ン
は
全
ィ
シ 

グ
ラ
：ン
ド
労
働
運
動
の
中
心
で
あ
り
指
導
者
で
あ
ゥ
た
。
.チ
.ャ
ー
.
.：チ
ス
.ト
.運
動 

が
ロ
ン
，¥
シ

労

働

塞

会
^;
お
い
：て
発
次
し
、
チ
ャ
！
チ
ス
ト
請
願
書
が
ラ
ヴ
■
 

エ
ッ
ト
に
J:
:
つ
て
起
草
さ
れ
、：
最
初
は
，精
神
力
派
が
暴
九
派
に
優
越
し
て
い
た 

と
ぃ
ぅ
こ
と
成
芬
の
こ
と
を
表
ゎ
し
て
ぃ
る。

r

四

五(
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•

つ
た
.の
で
.あ
る
。



.
:彼
ち
の
淑
想
は
議^

$
の

時

代

を

通

じ

，て

北

部

犬

エ

業

^
^
:の
苈

働

大

衆

'
、 

'
の
間
に.急
速

：に

浸

透

，
し

た

>.
0
-1
ラ

ン

ヵ

シ

ャ

-
.
;
に

お

げ

る

労

働

階

級

指
 

M
ら

のEi
i
を

：！

ン
.ド
シ
：
か

ら

受

け

取

？
た

f
そ
し
'て
プ
レ
彳.ス
は

-
户

ン

ド

シ 

;に
凇
い
て
革
命
的
通
想
家0
小

グ

ル

ー

プ

が

胗

成

さ

れ

.る
の
を
数
年
に
.亙
っ
：て 

み
て
き
た
。

：

彼
ら
は
_コ
.べ
汐
ト
や
ハ
：ン
ト
が
信
じ.
赴̂
会
的
不
IE
の
漠
然
と
し 

だ
非
難
よ
り
も
遙
か
に
厳
密
で
確
固
と
し
た̂

的̂
信
念
を
抱
；い
て
い
た
。
：彼 

■は
こ
の
運
動
が
.ロ
、、ハ—

ト

.
オ
ゥ
エ
ン
‘と
、
ト
マ
ス
，
ボ
ジ
ス
キ
ン
の
教
ぇ
に 

創

ま

っ

て

い

る

：も

の

と

し

て

述

；、べ

.て
い
，
る

」

。

か

く

て

我

々

は

、
人

民

憲

章

を

起 

草
し
"
初
期
；の
チ
ャ.
丨

チ
ズ
ム
を
リ
ー

ド
し
V

そ
し
て
結
局
は
北
部
大
工
業
地 

帯
の
革
命
的
！̂

に
よ
っ
て
の
り
こ
え̂

れ
.る
.ロ
.ン
ド
シ
'
• 

_

ア
：丨

チ

ザ-V
0
思 

想

が

、.ベ
ン
サ
ム
の
政
治
的
急
進
主
義
と
、.オ
ゥ

，エ
ン
の
社
会
主
^
^
ホ
ジ
ス 

キ
ン
の
労
働
全
取
権
説
の
三
つ
の
交
錯.か
ら

成

：
っ
：
て

い

.る
こ

と

を

；
?

^

。

，

さ
て

こ>」

で

我

々

：は

ホ

ジ

ス

キ

ン

.に
還
づ
て
、
彼
が^
la
M
ff
i
Jに
与
え
た
影 

響
の
意
味
を
限
定
し
よ
づ
。

/

彼
の
.思
想
は
ロ
ン
ド
ン
小
生
産
者

g
よ
っ
て
う
け 

入
れ
ら
れ
、
そ
れ
を
通
じ
て
北
部
大
工
業
地
帯
へ
と
拡
が
っ
た
。
だ
が
北
部
の 

大
工
業
労
働
者
は
労
働
全
取
権
説
を
う
け
容
れ
る
と
共
に
、

-そ
れ
に
よ
っ
.て
，力 

強
く
肯
定
さ
れ
た
団
結
と
闘
争
の
権
利
を
ば
ロ
ン
ド
ン

. の
！！

入

達

よ

り

も

よ

り 

よ
く
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
之
思
わ
れ
る
。
.
そ
し
て
こ
の
点
に
こ
そ
ホ
ジ
：ス
キ
ン 

が
'^
働

運

動

に

対

し

て

果

し

た

役

割

の

意

義

が

.あ
る
の
で
あ
る
。
ホ
ジ
ス
キ
ン 

の
萆
越
性
は
彼
の
論
理
が
小
生
産
者
的
意
識
か
ら
出
発
し
な
が
'ら
も
、
，小
生
産 

者
を
超
克
た
帰
結
を
も
：っ
て
い
た
所
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

彼
が
播
V
允
猶
は
と
め
様
に
破
自
身
の
限
界
を
め
り
こ
ぇ
て
成
長
し
て
行
っ

た
が
、
彼
の
思
想
自
体
に
つ
い
て
は
我
々
'は
過
大
評
価
を
す
る
こ
と
は
で
き
な 

い
。
.ラ
ヴ

チ
ッ
ト
で
さ
え
も
決
し
て
単
な
る
ホ
ジ'ス
キ

ン

主

義

者

と

：し

て

は

留 

ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
ロ
ン
ド
ン
の
労
働
蓮
動
指
導
者
11
は
、彼
ら
の
目
標
が
、
労 

資
の
協
同
を
と
く
オ
ゥ

H

ン
主
義
の
み
：
に
：ょ
.っ
て
も
、
.
又
経
済
的
内
容
を
も
た 

な

：い

政

治

的

急

進
'王
義
の
；
み
：に

ょ

：っ
；
て

も

、
更

に

団

結

と

闘

争

を

の

.
み

強

調

す 

一
る
ホ
.ジ
ス
キ
シ
め
無
政
府
主
義
の
み
に
ょ
ぅ
て
も
瘦
得
す
る
と
と
が
で
き
な
い 

と

と

を

鬪

争

の

中

が
-̂

学
ん
で
い
た
で
か
く
て
ホ
ジ
ス
キ
シ
も
、
プ
レ
ー
ス
や 

.
オ
ゥ：

エ
ン
'が
の
ゥ
：こ.え
ら
れ
た
'と
同
じ
意
味
に
お
い
て
の
り
こ
え
ら
れ
て
い
た 

の
で
あ
る
0

_ 

•

.

事
実
、
ホ
ジ
ス
キ
ン.の
思
想
は
チ
：ャI
.チ
ズ
.
.ム
時
代
及
通
し
てi

運
動
を 

'導v

重
要
な
思
顧
的
指
針
の-
つ
と
な
っ
た
が
、
ホジ
ス

'キ
ン
自
#

は
一
八
三 

1

1年
に
は
す
で
に
労
働
者
運
動
の.先
頭

に

处

い

な

：か
：
っ
た
。

そ

れ

は

彼

に

お

け 

:
.る
資
本
物
神
の
解
明
の
仕
方
自
体
の
非
科
学
性
か
ら
く
る
>
思
わ
れ
る
。
即
ち 

:資
i

的

生

：摩
過
程
を
一
口
ッ
ク
：
と
共
に
：労

働

過

程

に

遺

冗

し

、

リ

カ

-
ド
ゥ

以 

後
の
時
代
に
ス
‘、
、
ス

の

自

然

的

調

和

.の

.世
界
を
信
じ
た
こ
：と
、
更
に
ゴ
ド
ゥ
ィ 

,ン
に
な
ら
っ
.允
政

治

的

無

政

府

を

貫

い

た

こ

'>
-
、

こ

れ

ら

が

資

本

に

対

す

る

労 

働
者
の
団
結
と
闘
争
と
.い
づ
輝
か
し
い
遺
産
を
残
し
な
が
ら
も
彼
自
身
は
そ
れ 

.以
降
労
働
者
の
戦
列
か
ら
脱
落
し
、

「

一

./
V
三I

一
年
以
降
新
聞
雑
誌
の
中
に
無
名 

の

筆

者

と

し

て

埋

も

れ

て

し

ま

っ

，
た

«—
こ
>
の
理
由
で
あ
る
。「

こ
れ
ら
の
仕
事 

,'
•(
新

聞

：雑
誌
へ
.の
寄
稿

)

：
に

熱

中

し

た.に
も
拘
ら
ず
、
彼
は
又
普
通
選
拳
権
を
か 

ち
.と
.る
為
、
チ
ャI

チ

ス

ト

罾

動

，に

名

の

ぅ

れ

た

講

罾

者

と

し

て

参

加

し

た

。 

.だ
が
疑
ぃ
%-
汝

く
.チ
ャ
ー
：チ
ス-ト
の
暴
力
.と
、
社
会
問
題
に
货
し
て
立
法
を
拟

つ
て
干
渉
す
る
こ
と
を
国

家

：
に

求

め

ょ

う

と
す
る
彼
ら
の
訴
え
の
故
に
彼
は
革 

命
的
社
会
主
義
的
急
進
主
義
を
嫌
う
様
に
な
り
、
他
の
人
々
と
共
に
コ
ブ
デ
ン

.
 

の
..

一.派
や
、
自
由
質
易
の
運
動
に

.

ひ
..

き
ょ
せ
ら
れ
て
行
つ
.た
1_
_
1。
.：

彼
の
時
代
に
お
い
て.は
、.資
本
に
対
す
る
労
働
階
級
の
：政
治
的
、
理
論
的
闘
争 

.
は
ロ
ン
ド
ン
職
人®

の
指
導
の
，下
に
出
発
し
た
の
で
あ
り
、
近
代
工
場
労
働 

者
は
ま
だ
本
能
的
な
経
済
闘
争
に
の'み
そ
の
抵
抗
を
限
定
し
て
い
た
が
為
に
、 

リ
カ
I
ド
ゥ
の
理
論
を
逆
煎
し
で
労
働
者
を
擁
課
し
ょ
う
と
す
る
ホ

ジ
ス
キ
ン 

の
積
極
的
態
度
に
は
、
当
然
に
小
生
産
者
的
な
限
界
が
あ
つ
た
。
だ
が
そ
の
中 

で
、
：彼
0
思
想
：と
そ
の
影
響
は
ー
義
的
に
規
定
し
得
な
い
広

〗

い
内
容
を
持
つ
て 

い
た
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
ろ
う0-
.彼
は
剰
^

値̂
を
確
認
し
資
本
の̂

:性
に

純

：
 

杭
し
た
点
.で
リ
カ
ー
ド
ヴ
の
：理
論
を
凌
駕
し
、
資
本
主
義
に
お
け
る
労
資
の
宿 

:命
的
な
対
立
.を
明
ら
か
.
.に
し
.て
労

働

者

め.団
結
を
促
進
1.
:
た
0
そ
れ
^
ま
さ
.に
.
 

組
織
さ
れ
つ
ク
あ
つ
た
ぼ̂
吣
^
15
^
1)
に
理
論
の
光
を
#
え

る

も

の

で

あ

_
つ 

た

.°
し
か
し
他
方
に
お
い
ズ
、
彼
は
ゴ

「

ド
ヴ
ィ
ン
.的
i

府
至
義
、
ス
ミ
：ス
的'
 

農
主
義
に
徹
し
て
、
祍
会
主
義
を
も
嫌
悪
：し:^
当
時
の
社
会
主
義
は
、

ま 

.
だ
労
働
運
動
と
結
び
付
か
ず
、.小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
要
求
と
批
判
め
段
階
に
あ
，
 

つ
，た

の

だ

か

ら

、

:

こ
の
.点
t
は

ホ

ジ

ス

キ

ン

と

プ

ロ

レ

”
タ

リ

ア

ー

ト

の

距

離

は 

が
な
り
大
き
い
こ
ど
に
な
ろ
う
。-!
君
は
個
人
的
自
由
競
争
を
固
守
し
て
惡
い 

仲
間
に
入
フ
て
しま
.つ

电(

何
と
な
れ
ば
、
自
由
競
争
の^ ,
護
者
^.
こ
と
ご
と
.
 

く

資

本

家

侧

で

、
労

働

者

の

主

張

に

対

じ

で

反

対

侧

で

あ

る

か

ら

1—
^
!
^
。
：！： 

R
e
w
arded, 

1
8
2
7
)

と
い
う
W 

.ト
ム
ス
ン
の
批
判
ば
、

ょ
く
そ
の
一
面
を 

ぐ
樂
ぃ
.て
ぃ
石
と
思
ゎ
九
る。
'-
.
.
;
.

;
ト
マ
ス
*
ホ
ジ
ス
キ
.ン
の「

労
働
擁
護
論」

.,

.

そ
し
て
こ
の
ょ
ぅ
な
広
い
内
容
は
、
結
局
は
彼
の
実
践
的
な
立
場
と
基
本
的 

.

.な
思
想
か
ら
由
来
す
る
。
彼
は
そ
れ
に
ょ
.っ
て
従
來
の
理
論
を
一
歩
進
め
た 

:が
、
：
同
時
に
.ま
^

自
然
法
の
支
配
す
る
社
会
の
調
和
的
な
発
展
を
未
来
に
信 

じ
て
い
た
。#
於
劳
働
者
'の
団
結
を
説
き
な
が
ら
も
、M
合
の
中
に
お
け
る
労 

働
者
の
啓
蒙
を
患
要
顧
し
、
正
義
•
金
货
働
収
益
権
の
実
行
に
最
大
の
希
望
を 

托
し
た
こ
.と
<
労
働
者
階
級
办
歴
史
的
意
義
を
理
解
せ
ず
、
そ
の
実
際
の
運
動
.
 

の
方
向
に
反
撥
を
廐
じ
た
こ
士
は
、
ま

さ

彼

の

経
^-
学
が
資
本
の
歴
史
性
を 

•■
認
識
せ
ず
、
労
働
の
：歴
史
的
な
性
格
を
見
失
っ
た
こ
ど
に
竑
応
す
る
。
従
っ
て 

彼
の
単
越
性
は
、
恰
も
彼
が
経
済
学
的
愚
昧
論
か
ら
扭
発
し
な
が
ら

%■
-資
本
の 

物
神
性
に
対
抗
し
、

マ
ル
ク
ス
に
至
.各
剰
余
価
値
論
の
完
成
に
重
要
な
貢
献
を 

し
た
■
に
、
：彼
か
論
理
が
水#
産

乾

的

か

ら

出

発

し

な

が

ら

，
冬
の
帰
結 

に
お
い
て
小
生
•

を
こ
え
/̂
新

し

い

大

エ

—

働

者

の

資

本

に

対

す

る

闘

争 

-の
為
め
武
器
と
な
っ
：た
、
と'い
ヶ
こ
と
ー
な
の

.：で
あ

る

。::
-

.

:ノ
.

:
-へ
:

... 

' ■
■,
■■
.;
:
'
.
;
'
,*
.
..
::
,
.:,
:

'

一
.
•■;
:

.
 

.
-■
■■
/( 

. 

..

.
■
:
へ：

■

C
1

)

.隅
’谷

三

喜

男

氏

は
と
'參

な

ズ

ァ

の
指
摘
は
ホ
S

キ
ン
に
.対
す
る
認 

識
不
足
に
基
く
も.の
で
あ
り
、
ホ
ジ
ス
キ
.ン
が
労
働
'階
級
と
呼
ん
：で
自
然
権 

.
:の
担
1
手
と
し
た
の
：は
、,:
'ま
と
し
.て
商
業
資
本
に
従
屈
し
た
職
人
逮

——

親 

方
■も
.含
め
■て
.

一
■

.

—

で
あ
っ
.た
■と
述
べ
■て
い
.る
0 CT

リ
■力
.
.！
ド

-
派

社

会

主

義 

:

序
説
r ( 「

古
典
学
派
の
.生
成
と
展
開
,-
'
所
取)

'ニ
六

四

頁

。

〕

だ

が

、
へ
ホ
ジ
.
：
ス 

.

キ
.ゾ

の
.1
;
1
中

產

；階

級(3
:
、

「

束
縛
と
欠
乏
が
：ら

全

べ

裳

さ

れ

、

」
「

ョ
- 

ロ 
ッ
パ 
の
'
至
る
と
こ
ろ
で
急
速
に
そ
の
数
を
増
し
つ
つ
あ
り
、

」
「

素
晴
ら
し 

い
機
械
の
発
明

i
=

生
産
力
の
発
展
と
結
び
付
い
て
い
る
の
で
、
必
ず
し
も

• 

バ
四

.七

(

七
九
三

>
:



‘ ノ
古
い
熟
練
職
入
と
同
’ー
べ
視
す
ふ
と
：と
は
出
來
な
い
.の
で
.̂
な
が
ろ
ぅ
か
？

:

(

2) 

'
ベ
.■ァ
は
ホ
ジ
ス
キ
ン
が
表
も
'活
躍
し
た
：時

代

を--
*
<
1ー
〇
年
か̂

.三
0
:
 

年
で
あ
る
と
し
で
い
る
。

M
.

 B
e
e
r
;

 ibid.> 

Vol. 

i
,
p
，

2
6
0
.

(

3

>
:'
'
,べ
ジ
“タ
：ム
：主
義
者
は
へ
そ
の
哲
莩
的
論
现
の
：抽

象

性

に

：ぉ

1>
.て
こ「

の
運
動
''
'
.

を
推
進
し
.た
？
.プ
レ
一
ス
は
十
時
間
法
案
に
純
し
で
さ
え
反
：対
.だ
っ
た
の
で

• 

... 

.

.

.

.

.

.
あ

る

:0
こ
の
と
と
は
ハ

.モ
シ
ド
夫
妻
を
し
て「

富
者
の
社
会
的
勢
力
に
対
抗 

'

し
て
^
關
争
.に
.ぉ
.い
ハ
て
离
に
労
働
者
を
：援
け
ぅ
る
免
派
は
：か
ぐ
で
そ
れ
自
身

••
.
. .ニ. 

,
 

,
 

: 

.
 

.

.

.

の
抽
象
.性
の
と
：り

こ
ゼ

あ

'?
た」
と
嘆
か
し
め
たo J. 

L
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a
n
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H
a
m
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m
o
n
d
;

 

T
h
e

 T
o
w
n

 L
a
b
o
u
r
e
i
：, 

176011832, 

1949, p. 

3
8
.

.

.

C
4

)
：
「

最
初
彼
が
フ
ラ
ゾ
>
ス
*:
プ
レ
：1
ス
の
助
言
七
後
擐
を
5
け
.て
い
た

時 

以
来
、
ベ
ン
タ
ん
の
友
人
逵
.の
；
ダ

ル

ー

プ

と

の

^
の
関
係
ゆ
密
接
で
変
り
な
： 

い
も
の
で
あ
マ
た
。
ぞ
し

.

P

実
際
ベ
ン
タ
ム
主
義
者
が

.自
由
主
義
；の
大
義
を 

:

擁
護
ず
る
点
.で
は
ど
こ
.で
も
、
ホ
ジ
ズ
キ
ン
の
惫
進
主

_
は
双
ら
，の
氬
迆
主
'
.

親
と
全
く
符
合
し
て
い
た
：の
で
あ
る」

。
由
.
H
afr
v
v
y 

l
M.
b
i
a
.
, 

p. 

130.

.. 

.

.

.

.

.

.
(

5)

.
彼
'ら
，は
ホ
：ジ
ス
キ
ン
が
労
働
階
級
に
与
え
.た

"
恶
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き
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'

に

つ

い

て
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々
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て
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C
o
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「

経
済
学
者
達
は
.細
心
.に
そ
の
所
説
に
多
く
の
制
限
を
付
し
た
け
れ
ど 

も
、
■マ
ル
サ
ス
と
リ
力
ー
ド
ゥ
の
学
説
は
労
働
階
級
に
は
絶
望
‘を
、
中
産
階
輟
. 

に
は
自
己
満
足
を
は
ぐ
く
ん
だ

」
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.
ウ
ォ
ラ
ス
；は
’プ
V
丨
ス
0;
悲
観
的
性
格
を
ラ
.ヴ

-
'
ッ
ト
の
楽
観
主
義
と 

対
比
し
て.
画
い
'
て
い
る
O 

G. 

w
a

lla
s

;.ib
id
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p
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3
6
2
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—

ト
ゾ
は
チ
ャ
ー
チ
ス
‘ト
運
動
の
唯
物
史
観
的
な
階
級
分
析
を
試
み

..

.■
次
の
棣
に
い
マ
て
い
る
り
ー
こ
め
様
な
分
析
林
膝
ナ
“
精
摊
カ
派
グ
チ
ャ_

チ 

.

ス
ト
と
〃
暴
力
派
〃
チ
ヤ

I

チ
ス
ト
と
し
て
描
か
れ
る
伝

.
統
的
な
、
し
か
し 

誤
り
..
や
す
い
：
.
区
：別
ょ
り.
も
そ
0
中
に
発
腠
し
た
カ
や
弱
点
や
闘
_
の
理
由
等 

に
つ
い
て
、

ょ
，り
明
確
な
■観
念
を
与.
え
る
'
で
あ
ろ
ぅ」
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,
上

由

貞

次

：
郎

は
:\
ラ
ヴ
.予
ブ
ト
が
起
草

1.
結

局

：
ば

漩

席.し.た
ー

：
八

兰 

''
'年
ニ
月
の
：請
願
書
め
中
に
、

-,
'ン
'タ
ん
の

1
般
的
幸
福
の
思
想
と
、

ォ
ゥ
エ 

ン
.の
生
.糜

陳

紙

の

思

想
>'
.'
.
+ ;
八

世

紀

伝

來

の

天

赋

人

権

の

思

想

が

錯

綜

し
 

て

い

る.と
述

べ.て
い
る
。

上
.

E

貞
次
郎

.：

「

階
級

.闘
％

と
し
て
の
チ
ヤ
ー
チ
ズ

'

ム
.

済
学
垒
集
第m

千
丸
巻
所
収
0

-

-
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130.

グ

ッ

ド

ゥ

ィ

ン

の

非

線

型

景

気

糖

.環

理

論

.

'

■

1―

そ
の
微
分

•
定
差
混
合
方
程
式
乇
デ

^
の
新
図
式

»

&—

一
、
序
論
丨
非
線
型
景
気
理
論
の
革
新
的
意
義

ニ
、
グ
ッ
ド
ゥ
ィ
ン
•.モ
デ
ル
の

構
造

三
、
グ
ッ
ド
ゥ
ィ
ン
自
身
の
解
法

.

四
、
新

し
-1
'
因
式
解
法

五
、
結

0

.

I
、

序

論—

非

線

型

景

気

理

論

の

革

新

的

意

義

.

景
気
理
論
の
中
心
課
題
は
、

ほ
ぼ
一
〇
ヵ
年
の
谓
期
を
も
つ

と
い
わ
れ
る
. 

景
気
の
主
循
環(Major 

c
y
c
l
e
s
)

あ
る
い
は

別
名
ジ
ユ
グ
ラ

—

€)
■
■ 

(Juglar 

CJrcles )
.

が
何
故
そ
の
よ
ぅ
な-^
^j

的
リ

ズ
：ム
を
も
っ
て
反
覆
持 

続
さ
れ
る
か
を
適
切
な
仮
定
に
基
づ
く
モ
デ
ル
の
構
築
に
よ
っ
て
説
_
す
る
こ 

と
で
あ
る
。

V 

' 

■*.

:

ぐ
経
1

者
が
親
実
に
観
察
し
確
認
し.た
主
循
環
は
、

.

シ
X
ピ
ー
ト
ホ
ブ
に
よ 

れ
ば
、

：.

ー，八
1...
三

年

か

らI

九
：
二
一1

年
ま
で
•の
ド
イ
ツ
経
済
に
お
い
て
延
べ
一
：
 

.0
回

坐

起

し

て

灰

り

、
，
そ

机

ら

'^
,み
な
七
年
か
ら
-*
一.弈
の

周

期

を

も

.っ
て
い 

グ
t
ト
ウ
イ
ン
の
非
線
型
景
気
循
璟
理
論;

-

■.

た
こ
と
、
ま
た
ハ
ン

.セ
ン
に
よ
れ
ば
、

一
七
九
五
年
か
ら
一
九
三
七
年
ま
で
の 

ァ
メ
リ
ヵ
経
済
に
お
い
て
延
べ

1

七
回
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
約
八
年
の
周 

期
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
史
的
事
実
か
ら 

:;
'
•は
次
の
よ
う
な
重
要
な
規
則
性
が
抽
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
現
象
は
一 

■定
の
周
期
，

(

平
均
約
一
〇
年

)

を
も
っ

た
循
環
的
罾
0J
で

あ

り

、し
か
も
そ
の 

循
環
は
容
易
^
消
滅
せ
ず
反
覆
持
続
す
る
性
質
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
理
論
家 

の

関

心

が

、

こ
：
の
.よ
う
な
規
-1
1
]性
を
具
え
た
循
環
を
生
む
経
済
的
メ
ヵ-
1ズ
ム 

の
探
究
に
向
っ
：た
こ
と
は
事
の
当
然
で
あ
っ
た
。

.
そ
こ
で
、
別
題
の
メ
ヵ_
|
_
ズ
ム
'を
搮
づ
.
て

き

た

理

論

家

の

努

カ

の

跡

を

通

覧 

す
る
と
、
現
在
、
循
環.の
純
粋
理
論
の
観
点.か
ら
、：
完
全
で
は
な
い
に
し
ろ
ほ 

.ぼ
満
足
；の
行
く
と
思
わ
れ
る
立
論
は
、
.系
譜
的
に
大
別
し
て
次
の
二
つ
に
分
た 

れ

る

よ

う

で

あ

る

、。
即

ち

、
そ

.の
一
；'.つ
；
は.不
風

肌

亂

撃.の
理

論

の

流

れ

に

、沿

，う

も

.
 

の
で
知
り
、
：
他
の
：
一
つ
.は
非
線
疆
論
の
流
れ
に
沿
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
者 

は
経
済
体
系
を
：̂J

も
と
奮
的
な
減
衰
系.と
考
え
、
そ
の
よ
う
な
体
系
に
対 

し
1て
外

部

か

ら

ぶ

環

霞

が

蓉

裏

寄

加

え

ら

れ

る

と

き

、
そ
の
体

四
九 

>(

七
九
.五
；

)

：


